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図１　二代光友墓所断面図
　　　「棺断面見取図」　（「建中寺墓地改葬日誌」所収）のうち　徳川美術館蔵
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安藤香織　〔史料紹介〕「建中寺墓地改葬日誌」について

図3
十八代義礼墓所断面図
「棺断面見取図」
（「建中寺墓地改葬日誌」所収）のうち

図2
八代宗勝墓所断面図
「棺断面見取図」
（「建中寺墓地改葬日誌」所収）のうち
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に

「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」（
徳
川
美
術
館
蔵
。
以
下
、「
本
史
料
」
と
略
称
す
る
）は
、
昭

和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）か
ら
同
二
十
八
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
徳
興
山
建
中
寺

（
名
古
屋
市
東
区
）に
所
在
し
た
尾
張
徳
川
家（
以
下
、「
尾
張
家
」
と
略
称
す
る
）の
墓
所
の

改
葬
・
整
理
に
か
か
わ
る
記
録
で
あ
る
。
建
中
寺
は
、
二
代
光
友（
瑞
龍
院
）が
父
で
あ

る
初
代
義
直
を
供
養
す
る
た
め
慶
安
四
年（
一
六
五
一
）に
創
建
し
た
寺
院
で
、
そ
の
墓

地（
以
下
、「
建
中
寺
墓
地
」
と
略
称
す
る
）に
は
光
友
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
の
歴
代
当
主

の
墓
所
が
営
ま
れ
た
。
改
葬
の
際
に
は
、
尾
張
家
の
指
揮
の
も
と
、
祖
先
崇
拝
を
重
ん

じ
、
関
係
者
の
み
で
内
密
に
作
業
を
完
了
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
史
料

は
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
と
内
容
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
般
に
ほ
と
ん

ど
公
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
世
大
名
墓
の
研
究
は
、
考
古
学
・
歴
史
学
・
宗
教
学
・
人
類
学
な
ど
幅
広
い
視
点

か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
、
武
家
社
会
に
お
け
る
墓
は
、
身
分

の
階
層
に
よ
っ
て
規
模
・
地
上
墓
碑
・
地
下
構
造
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
序
列
の
頂
点
で
あ
る
徳
川
将
軍
家
は
も
と
よ
り
、
当
然
、
御
三
家
筆
頭
で
あ

る
尾
張
家
の
墓
所
も
、
大
名
墓
研
究
に
お
け
る
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
尾
張
家

の
墓
所
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
昭
和
十
四
年
に
発
表
さ
れ
た
建
中
寺
墓
地
の

墓
碑
に
関
す
る
坂
重
吉
氏
の
論
考
の
他
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
改
葬
の
後
、
建
中
寺
墓

地
の
旧
敷
地
か
ら
昭
和
五
十
七
年
に
三
基
、
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）に
二
基
の
墓
所

が
再
発
見
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
成
果
か
ら
発
展
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
再
発

見
さ
れ
た
墓
所
に
は
順
に
号
数
が
付
さ
れ
、
一
号
墓
は
六
代
継
友（
晃
禅
院
）、
二
号
墓

は
十
四
代
慶
勝
六
男
の
安
千
代（
秋
英
院
）、
三
号
墓
は
五
代
五
郎
太（
真
巌
院
）、
四
号
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「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

六
六

墓
は
十
一
代
斉
温（
良
恭
院
）、
五
号
墓
は
九
代
宗
睦
養
子
の
勇
丸（
教
令
院
）と
推
定
さ

れ
た
。
改
葬
後
に
残
置
さ
れ
た
地
下
遺
構
部
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
各
発
掘
時
の
報

告
書
に
は
調
査
・
観
察
の
結
果
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
木
村
有
作
氏
は
石
・
木
・

漆
喰
な
ど
の
重
層
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
や
徹
底
し
た
防
水
・
防
湿
対
策
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
、
三
縁
山
増
上
寺
・
東
叡
山
寛
永
寺
な
ど
江
戸
の
徳
川
将
軍

家
墓
所
と
の
構
造
的
な
類
似
性
も
示
唆
さ
れ
た
。
一
方
、
地
上
部
分
に
つ
い
て
は
、
改

葬
前
の
坂
氏
の
研
究
に
よ
り
鵜
沼
石
の
使
用
や
構
造
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
以
降
、
現

存
す
る
初
代
義
直
の
応
夢
山
定
光
寺（
愛
知
県
瀬
戸
市
）の
墓
所
、
建
中
寺
に
復
元
保
存

さ
れ
た
二
代
光
友
の
墓
所
、
建
中
寺
墓
地
か
ら
平
和
公
園（
名
古
屋
市
千
種
区
）に
移
設

さ
れ
た
七
代
宗
春（
章
善
院
）の
墓
碑
、
同
じ
く
小
牧
山
史
跡
公
園（
愛
知
県
小
牧
市
）に
移

設
さ
れ
た
九
代
宗
睦（
天
祥
院
）の
墓
碑
か
ら
、
光
友
以
降
の
墓
碑
形
式
の
規
則
化
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
野
澤
則
幸
氏
は
、
建
中
寺
や
平
和
公
園
な
ど
に
所
在
す
る
残
欠

片
や
再
利
用
さ
れ
た
墓
碑
に
も
検
討
を
加
え
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
に
考
古
学
の
視
点
か
ら
尾
張
家
の
墓
所
の
上
下
構
造
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
が
、
本
史
料
に
は
な
お
、
現
状
の
遺
構
か
ら
は
確
認
し
得
な
い
発
掘
時

の
状
況
や
、
失
わ
れ
た
出
土
品
の
詳
細
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

を
補
完
す
る
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
の
発
掘
報
告
書
な
ど
と
比
較
す
れ
ば

情
報
の
不
足
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
大
名
墓
発
掘
は
一
般
的
に
私
的
な
事
業
と
捉
え

ら
れ
て
お
り
、
本
史
料
の
よ
う
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
貴
重
な
例
と
言

え
る
。
尾
張
家
の
墓
所
の
全
容
の
把
握
に
向
け
て
、
本
史
料
が
重
要
な
手
が
か
り
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
徳
川
将
軍
家
や
他
の
大
名
家
の
墓
所
と
の
比
較
材
料
を
も
提

供
し
得
る
こ
と
か
ら
、
関
連
史
料
と
合
わ
せ
て
本
稿
に
て
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

一
　
本
史
料
の
成
立
背
景

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
直
後
の
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）九
月
、
名
古
屋
市
は
「
名

古
屋
市
再
建
に
関
す
る
決
議
案
」
を
市
会
に
お
い
て
決
議
し
、
国
の
「
戦
災
地
復
興
計

画
基
本
方
針
」
決
定
に
先
行
し
て
復
興
計
画
を
開
始
し
た
。
こ
の
計
画
は
土
地
区
画
整

備
事
業
を
主
体
と
し
て
お
り
、
墓
地
の
移
転
・
整
理
も
含
ま
れ
て
い
た
。
名
古
屋
市
と

諸
宗
派
寺
院
代
表
と
の
交
渉
の
結
果
、
復
興
土
地
区
画
整
理
区
域
に
該
当
す
る
墓
地
は

罹
災
・
非
罹
災
の
別
な
く
全
て
移
転
す
る
こ
と
、
移
転
の
費
用
は
名
古
屋
市
が
負
担
す

る
こ
と
、
移
転
先
の
交
付
面
積
は
現
在
の
墓
地
の
約
三
割
増
と
す
る
こ
と
、
移
転
先
と

し
て
総
合
墓
地
公
園
を
設
け
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
定
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
に

は
都
市
計
画
墓
地
と
し
て
第
一
号
東
墓
苑（
名
古
屋
市
千
種
区
。
現
・
平
和
公
園
）が
告
示

さ
れ
、
移
転
先
が
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
同
年
度
か
ら
墓
地
の
移
転
が
始
ま
り
、
昭
和

三
十
二
年
度
に
は
ほ
と
ん
ど
の
墓
地
が
移
転
を
終
え
、
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
に
寺
院

数
二
百
七
十
八
ヶ
寺
、
墓
地
面
積
十
八
万
千
九
百
八
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
強
、
墓
碑
数

十
八
万
七
千
四
百
五
基
の
移
転
を
完
了
し
た
。
以
上
の
経
緯
の
な
か
で
、
尾
張
家
の
菩

提
寺
・
建
中
寺
に
つ
い
て
も
、
境
内
地
お
よ
び
そ
の
北
部
に
広
が
る
建
中
寺
墓
地
の
整

理
・
移
転
が
企
図
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
に
は
、
同
会
が
財
団
史
編
纂
の
た
め
に
関
係
機
関
か
ら

取
り
寄
せ
た
史
料
が
あ
り
、
尾
張
家
の
墓
地
整
理
の
関
連
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
尾
張
家
で
は
既
に
明
治
時
代
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
数
度
に
わ

た
り
、
東
京
・
名
古
屋
の
諸
寺
院
に
点
在
し
た
類
縁
の
墓
所
を
整
理
し
、
建
中
寺
に
改

葬
し
て
い
た
と
わ
か
る
。
さ
ら
に
昭
和
十
三
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
は
、
そ
れ
ら
改

葬
墓
を
中
心
と
す
る
七
十
八
霊
を
、
初
代
義
直
の
墓
所
が
所
在
す
る
定
光
寺
に
新
造
し

（
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）

（
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）



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

六
七

た
納
骨
堂
へ
改
葬
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
中
寺
墓
地
の
整
理
・
移
転
が
企
図
さ
れ

た
時
点
に
お
い
て
、
尾
張
家
と
し
て
は
大
部
分
の
墓
地
整
理
を
実
行
し
た
後
で
あ
り
、

こ
の
と
き
建
中
寺
墓
地
に
残
さ
れ
て
い
た
の
は
、
同
家
の
根
幹
を
な
す
歴
代
当
主
を
中

心
と
す
る
墓
所
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
名
古
屋
市
と
の
交
渉
初
期
に
あ
た
る

昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年
頃
に
は
、
建
中
寺
お
よ
び
尾
張
家
を
惣
代
と
す
る
檀
家

や
信
徒
代
表
は
、
境
内
地
な
ら
び
に
建
中
寺
墓
地
を
景
勝
地
区
ま
た
史
跡
保
存
地
区
と

し
て
遺
し
て
ほ
し
い
旨
を
名
古
屋
市
へ
陳
情
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
述
の
と
お

り
、
復
興
土
地
区
画
整
理
区
域
に
該
当
す
る
墓
地
は
全
て
移
転
す
る
方
針
で
あ
っ
た
た

め
、
陳
情
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
旨
が
同
二
十
七
年
六
月
十
七
日
に
名
古
屋
市
よ
り
通

達
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
建
中
寺
墓
地
に
所
在
す
る
二
代
光
友
以
下
、
歴
代
当
主
や

そ
の
家
族
た
ち
、
三
十
八
霊
が
改
葬
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
葬
工
事
は
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
十
日
に
尾
張
家
側
の
現
場
担
当
者
が
着
任
し
、

十
二
月
七
日
か
ら
発
掘
が
実
行
さ
れ
た
。
遺
体
・
遺
骨
は
順
次
火
葬
の
上
、
同
二
十
八

年
十
月
二
日
に
定
光
寺
の
納
骨
堂
に
納
め
ら
れ
た
。
副
葬
品
は
、
出
土
し
た
際
に
一
部

が
埋
め
戻
さ
れ
た
他
、
発
掘
全
体
が
完
了
し
た
後
、
状
態
の
良
い
品
を
別
途
保
管
す
る

こ
と
と
し
、
残
り
は
処
分
さ
れ
た
。
地
下
部
分
の
堅
牢
な
埋
葬
施
設
は
埋
め
戻
さ
れ
、

地
上
部
分
の
石
造
物
で
あ
る
墓
碑
・
灯
籠
な
ど
に
つ
い
て
は
、
払
い
下
げ
や
譲
渡
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
二
代
光
友
の
墓
所
は
、
改
葬
の
後
、
現
地

に
復
元
さ
れ
、
建
中
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
七
代
宗
春
の
墓
碑
・
墓
誌
は
灯
籠

五
十
基
と
と
も
に
平
和
公
園
へ
、
九
代
宗
睦
の
墓
碑
・
墓
誌
は
灯
籠
三
十
基
と
と
も
に

小
牧
山
史
跡
公
園
へ
移
設
さ
れ
た
。
こ
の
改
葬
の
後
、
墓
地
区
域
は
東
海
中
学
校
・
高

等
学
校
や
名
古
屋
市
立
あ
ず
ま
中
学
校
、
市
営
住
宅
な
ど
の
敷
地
と
な
り
、
一
部
の
遺

構
が
再
発
見
の
の
ち
発
掘
調
査
さ
れ
た
の
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
西
光
庵（
東
京
都
新
宿
区
）に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
十
四
代

慶
勝
・
十
六
代
義
宜
を
含
む
七
霊
も
発
掘
が
な
さ
れ
、
建
中
寺
墓
地
の
諸
霊
と
同
時
に

定
光
寺
納
骨
堂
へ
安
置
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
各
地
に
散
在
し
た
尾
張
家
類
縁
の
墓

所
は
、
定
光
寺（
初
代
義
直
）、
宝
亀
山
相
応
寺（
初
代
義
直
母
・
於
亀
の
方
、
名
古
屋
市
千
種

区
）、
大
雄
山
性
高
院（
徳
川
家
康
四
男
・
松
平
忠
吉
、
同
千
種
区
）、
持
名
山
高
岳
院（
徳
川

家
康
八
男
・
仙
千
代
、
同
東
区
）、
性
海
山
梅
香
院（
川
田
久
保
松
平
家
初
代
友
著
母
、
同
中
区
）

を
除
き
全
て
改
葬
さ
れ
、
諸
霊
が
定
光
寺
納
骨
堂
に
祀
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
以
上
の
墓

所
改
葬
に
か
か
わ
る
計
画
推
進
は
、
当
時
の
徳
川
黎
明
会
会
長
・
二
十
代
義
知（
一
九
一
一

〜
一
九
九
二
）の
父
、
十
九
代
義
親（
一
八
八
六
〜
一
九
七
六
）が
主
導
し
て
行
っ
た
。

二
　
本
史
料
の
概
要

本
史
料
は
、
縦
二
五
・
〇
糎
、
横
一
七
・
二
糎
の
綴
葉
装
冊
子
で
あ
る
。「
建
中
寺
墓

地
改
葬
日
誌
」
と
通
称
さ
れ
る
が
、
表
紙
外
題
に
は
「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌　

建
中

寺
墓
誌　

発
掘
品
目
録　

棺
断
面
見
取
図
」
と
あ
り
、
そ
の
と
お
り
次
の
三
部
が
合
綴

さ
れ
て
い
る
。

・「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」（
以
下
、「
改
葬
日
誌
」
と
略
称
す
る
）

・「
尾
張
家
建
中
寺
墓
誌
」（
以
下
、「
建
中
寺
墓
誌
」
と
略
称
す
る
）

・「
発
掘
品
目
録
并
棺
断
面
見
取
図
」（
便
宜
上
、
以
下
、「
発
掘
品
目
録
」「
棺
見
取
図
」
と

分
け
て
略
称
す
る
）

表
紙
と
扉
に
は
厚
手
の
酸
性
紙
、「
改
葬
日
誌
」「
建
中
寺
墓
誌
」「
発
掘
品
目
録
」

に
は
薄
葉
紙（
雁
皮
紙
）の
徳
川
美
術
館
用
箋
、「
棺
見
取
図
」
に
は
薄
葉
紙（
雁
皮
紙
）が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
葉
裏
面
に
は
カ
ー
ボ
ン
紙
に
よ
り
転
写
さ
れ
た
跡
が
あ
り
、
二

〜
三
部
が
同
時
に
製
作
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
部
が
「
昭
和
二
十
七
年

八
月 

建
中
寺
御
墓
所
改
葬
及
定
光
寺
納
骨
堂
奉
安
に
至
る
記
録
」に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

六
八

代数 被葬者名 諡号 院号 当主との続柄 生年月日 歿年月日 墓碑 墓誌奥付 地下構造 発掘日
仮
番
号

3 綱誠 誠公 泰心院 承応元（1652）.8.2 元禄12（1699）.6.5 五 輪 塔 形（ 梵 字「 キ
リーク」） 元禄十二稔己卯六月　日　尾陽詞臣并河子健百拝誌 挿図2 12/14 18

2 光友 正公 瑞龍院 寛永2（1625）.7.29 元禄13（1700）.10.16 弧頭板碑形 （奥付なし） 図1 12/18 1

4 吉通 立公 円覚院 元禄2（1689）.9.17 正徳3（1713）.7.26 弧頭板碑形（改葬時に
は半壊） 正徳三年癸巳八月十八日　儒臣安藤訥謹誌 挿図2 12/10 21

5 五郎太 達公 真巌院 宝永8（1711）.正.9 正徳3（1713）.10.18 弧頭板碑形 正徳三年癸巳十一月十日　（撰者の記載なし） 挿図2 12/9 13
6 継友 曜公 晃禅院 元禄5（1692）.2.8 享保15（1730）.11.27 弧頭板碑形 享保十五年庚戊十二月十六日　儒臣安達時信謹誌 挿図2 12/9 14

輔君 瑞祥院 4代吉通正室 元禄3（1690）.正.25 享保16（1731）.5.29 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図2 12/12 22

和泉 泉光院 6代継友生母 寛文8（1668）.10.29 元文3（1738）.8.2
五輪塔形（改葬時には
上部欠失。梵字「キ
リーク」か）

（奥付なし） 挿図2 未詳 17

梅津 宣揚院 7代宗春生母 延宝元（1673）.7.29 寛保3（1743）.9.2 五 輪 塔 形（ 梵 字「 キ
リーク」か） （奥付なし） 挿図2 12/9 12

8 宗勝 戴公 賢隆院 宝永2（1705）.6.2 宝暦11（1761）.6.22 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹誌 図2 12/20 38

7 宗春 逞公 章善院 元禄9（1696）.10.26〈28〉 明和元（1764）.10.8 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹誌／（天保十年十一
月五日追誌）明倫堂督学臣林維祺恭奉命誌 挿図3 12/11 20

治休 孝公 紹隆院 9代宗睦男 宝暦3（1753）.10.7 安永2（1773）.6.14〈18〉 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図3 12/9 16
治興 昭公 天祐院 9代宗睦男 宝暦6（1756）.11.25 安永5（1776）.7.8〈10〉 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図3 12/10 15
好君 転陵院 9代宗睦正室 享保15（1730）.4.23 安永7（1778）.8.26〈28〉 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図3 12/13 19
俊姫 蓮沼院 治行女 安永9（1780）.4.27 寛政4（1792）〈寛政2〉.8.5 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図2 12/12 23
治行 白公 憲聡院 9代宗睦養子 宝暦10（1760）.4.5 寛政5（1793）.8.晦 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹誌 挿図5 12/13 36
五郎太 懐公 寛柔院 治行男 天明元（1781）.10.15 寛政6（1794）.9.3〈8.晦〉 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹識 挿図3 12/12 24
勇丸 教令院 9代宗睦養子 寛政5（1793）.9.20 寛政7（1795）.9.20 弧頭板碑形 （日付の記載なし）明倫堂督学臣岡田挺之謹撰 挿図3 12/12 25

9 宗睦 明公 天祥院 享保17（1732）.9.20 寛政11（1799）.12.20 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹識 挿図5 12/22 32
従姫 聖聡院 治行正室 宝暦7（1757）.10.13 文化元（1804）.7.27 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞謹識 挿図5 12/14 37

11 斉温 僖公 良恭院 文政2（1819）.5.29 天保10（1839）.3.20 弧頭板碑形（改葬時に
は倒壊） （日付の記載なし）明倫堂督学臣林維祺 奉 命拝撰 挿図4 12/19 26

福君 俊恭院 11代斉温継室 文政3（1820）.10.19 天保11（1840）.9.29 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張国校教授臣正木時宏奉命謹撰 挿図4 12/15 27
12 斉荘 懿公 大覚院 文化7（1810）.6.13 弘化2（1845）.7.6 弧頭板碑形 （日付の記載なし）国校督学臣正木時宏謹撰 挿図5 12/17 31
13 慶臧 欽公 顕曜院 天保7（1836）.6.15 嘉永2（1849）.4.7 弧頭板碑形 （日付の記載なし）明倫堂督学臣正木時宏謹誌 挿図4 12/19 28
10 斉朝 順公 天慈院 寛政5（1793）.8.23 嘉永3（1850）.3.晦 弧頭板碑形 （日付の記載なし）明倫堂督学臣正木時宏謹誌 挿図4 12/16 29

栄姫 蕙心院 14代慶勝女 嘉永5（1852）.閏7.22 嘉永6（1853）.5.26 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）御側物頭格明倫堂督学臣阿部伯孝謹撰 挿図1 12/7 11
寛之助 霊珠院 14代慶勝男 安政元（1854）.8.15 安政3（1856）.正.4 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）明倫堂督学臣阿部伯孝謹撰 挿図1 12/7 8
常千代 理性院 15代茂徳男 文久2（1862）.3.22 文久3（1863）.5.14 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）明倫堂督学臣渡辺端之謹撰 挿図1 12/7 7
時千代 賢明院 14代慶勝男 文久2（1862）.12.3 文久3（1863）.5.24 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）明倫堂督学臣渡辺端之謹撰 挿図1 12/7 6
岑姫 春陽院 14代慶勝女 文久2（1862）.10.24 元治元（1864）.3.9 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）御側物頭格明倫堂督学臣阿部伯孝謹撰 挿図1 12/7 5
釟千代 善明院 14代慶勝男 慶応2（1866）.9.29 慶応3（1867）.4.24 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）側物頭班明倫堂督学兼侍講臣鷲津宣光謹撰 挿図1 12/7 4
知千代 快楽院 14代慶勝男 慶応2（1866）.2.21 慶応3（1867）.6.9 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）側物頭班明倫堂督学兼侍講臣鷲津宣光謹撰 挿図1 12/7 3

（ 命 名 な
し） 秋露院 14代慶勝男 慶応3（1867）.7.10 慶応3（1867）.7.13 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）側物頭班明倫堂督学兼侍講臣鷲津宣光謹撰 挿図1 12/7 2

盛千代 霊沼院 14代慶勝男 慶応4（1868）.正.12 明治2（1869）.3.晦 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）名古屋藩儒官佐藤楚林謹撰 挿図1 12/7 9
安千代 秋英院 14代慶勝男 元治元（1864）.11.10 明治2（1869）.8.5 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）名古屋藩儒官佐藤楚林謹撰 挿図1 12/7 10
猶姫 貞慎院 12代斉荘正室 文化4（1807）.12.21 明治5（1872）.2.22 五輪塔形 （奥付なし） 挿図2 12/17 30

18 義礼 恭公 法城院 文久3（1863）.9.19 明治41（1908）.5.17 弧頭板碑形 （奥付なし） 図3 12/16、12/18 34
登代 真相院 18代義礼夫人 安政4（1857）.閏5.5 明治41（1908）.8.19 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図6 12/20、12/22 33
良子 真光院 18代義礼夫人 明治2（1869）.3.7 大正13（1924）.11.13 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図7 12/17 35
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日
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に
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て

六
九

代数 被葬者名 諡号 院号 当主との続柄 生年月日 歿年月日 墓碑 墓誌奥付 地下構造 発掘日
仮
番
号

3 綱誠 誠公 泰心院 承応元（1652）.8.2 元禄12（1699）.6.5 五 輪 塔 形（ 梵 字「 キ
リーク」） 元禄十二稔己卯六月　日　尾陽詞臣并河子健百拝誌 挿図2 12/14 18

2 光友 正公 瑞龍院 寛永2（1625）.7.29 元禄13（1700）.10.16 弧頭板碑形 （奥付なし） 図1 12/18 1

4 吉通 立公 円覚院 元禄2（1689）.9.17 正徳3（1713）.7.26 弧頭板碑形（改葬時に
は半壊） 正徳三年癸巳八月十八日　儒臣安藤訥謹誌 挿図2 12/10 21

5 五郎太 達公 真巌院 宝永8（1711）.正.9 正徳3（1713）.10.18 弧頭板碑形 正徳三年癸巳十一月十日　（撰者の記載なし） 挿図2 12/9 13
6 継友 曜公 晃禅院 元禄5（1692）.2.8 享保15（1730）.11.27 弧頭板碑形 享保十五年庚戊十二月十六日　儒臣安達時信謹誌 挿図2 12/9 14

輔君 瑞祥院 4代吉通正室 元禄3（1690）.正.25 享保16（1731）.5.29 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図2 12/12 22

和泉 泉光院 6代継友生母 寛文8（1668）.10.29 元文3（1738）.8.2
五輪塔形（改葬時には
上部欠失。梵字「キ
リーク」か）

（奥付なし） 挿図2 未詳 17

梅津 宣揚院 7代宗春生母 延宝元（1673）.7.29 寛保3（1743）.9.2 五 輪 塔 形（ 梵 字「 キ
リーク」か） （奥付なし） 挿図2 12/9 12

8 宗勝 戴公 賢隆院 宝永2（1705）.6.2 宝暦11（1761）.6.22 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹誌 図2 12/20 38

7 宗春 逞公 章善院 元禄9（1696）.10.26〈28〉 明和元（1764）.10.8 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹誌／（天保十年十一
月五日追誌）明倫堂督学臣林維祺恭奉命誌 挿図3 12/11 20

治休 孝公 紹隆院 9代宗睦男 宝暦3（1753）.10.7 安永2（1773）.6.14〈18〉 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図3 12/9 16
治興 昭公 天祐院 9代宗睦男 宝暦6（1756）.11.25 安永5（1776）.7.8〈10〉 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図3 12/10 15
好君 転陵院 9代宗睦正室 享保15（1730）.4.23 安永7（1778）.8.26〈28〉 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図3 12/13 19
俊姫 蓮沼院 治行女 安永9（1780）.4.27 寛政4（1792）〈寛政2〉.8.5 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図2 12/12 23
治行 白公 憲聡院 9代宗睦養子 宝暦10（1760）.4.5 寛政5（1793）.8.晦 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹誌 挿図5 12/13 36
五郎太 懐公 寛柔院 治行男 天明元（1781）.10.15 寛政6（1794）.9.3〈8.晦〉 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹識 挿図3 12/12 24
勇丸 教令院 9代宗睦養子 寛政5（1793）.9.20 寛政7（1795）.9.20 弧頭板碑形 （日付の記載なし）明倫堂督学臣岡田挺之謹撰 挿図3 12/12 25

9 宗睦 明公 天祥院 享保17（1732）.9.20 寛政11（1799）.12.20 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞頓首謹識 挿図5 12/22 32
従姫 聖聡院 治行正室 宝暦7（1757）.10.13 文化元（1804）.7.27 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張儒臣須賀安貞謹識 挿図5 12/14 37

11 斉温 僖公 良恭院 文政2（1819）.5.29 天保10（1839）.3.20 弧頭板碑形（改葬時に
は倒壊） （日付の記載なし）明倫堂督学臣林維祺 奉 命拝撰 挿図4 12/19 26

福君 俊恭院 11代斉温継室 文政3（1820）.10.19 天保11（1840）.9.29 弧頭板碑形 （日付の記載なし）尾張国校教授臣正木時宏奉命謹撰 挿図4 12/15 27
12 斉荘 懿公 大覚院 文化7（1810）.6.13 弘化2（1845）.7.6 弧頭板碑形 （日付の記載なし）国校督学臣正木時宏謹撰 挿図5 12/17 31
13 慶臧 欽公 顕曜院 天保7（1836）.6.15 嘉永2（1849）.4.7 弧頭板碑形 （日付の記載なし）明倫堂督学臣正木時宏謹誌 挿図4 12/19 28
10 斉朝 順公 天慈院 寛政5（1793）.8.23 嘉永3（1850）.3.晦 弧頭板碑形 （日付の記載なし）明倫堂督学臣正木時宏謹誌 挿図4 12/16 29

栄姫 蕙心院 14代慶勝女 嘉永5（1852）.閏7.22 嘉永6（1853）.5.26 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）御側物頭格明倫堂督学臣阿部伯孝謹撰 挿図1 12/7 11
寛之助 霊珠院 14代慶勝男 安政元（1854）.8.15 安政3（1856）.正.4 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）明倫堂督学臣阿部伯孝謹撰 挿図1 12/7 8
常千代 理性院 15代茂徳男 文久2（1862）.3.22 文久3（1863）.5.14 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）明倫堂督学臣渡辺端之謹撰 挿図1 12/7 7
時千代 賢明院 14代慶勝男 文久2（1862）.12.3 文久3（1863）.5.24 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）明倫堂督学臣渡辺端之謹撰 挿図1 12/7 6
岑姫 春陽院 14代慶勝女 文久2（1862）.10.24 元治元（1864）.3.9 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）御側物頭格明倫堂督学臣阿部伯孝謹撰 挿図1 12/7 5
釟千代 善明院 14代慶勝男 慶応2（1866）.9.29 慶応3（1867）.4.24 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）側物頭班明倫堂督学兼侍講臣鷲津宣光謹撰 挿図1 12/7 4
知千代 快楽院 14代慶勝男 慶応2（1866）.2.21 慶応3（1867）.6.9 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）側物頭班明倫堂督学兼侍講臣鷲津宣光謹撰 挿図1 12/7 3

（ 命 名 な
し） 秋露院 14代慶勝男 慶応3（1867）.7.10 慶応3（1867）.7.13 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）側物頭班明倫堂督学兼侍講臣鷲津宣光謹撰 挿図1 12/7 2

盛千代 霊沼院 14代慶勝男 慶応4（1868）.正.12 明治2（1869）.3.晦 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）名古屋藩儒官佐藤楚林謹撰 挿図1 12/7 9
安千代 秋英院 14代慶勝男 元治元（1864）.11.10 明治2（1869）.8.5 弧頭板碑形（小） （日付の記載なし）名古屋藩儒官佐藤楚林謹撰 挿図1 12/7 10
猶姫 貞慎院 12代斉荘正室 文化4（1807）.12.21 明治5（1872）.2.22 五輪塔形 （奥付なし） 挿図2 12/17 30

18 義礼 恭公 法城院 文久3（1863）.9.19 明治41（1908）.5.17 弧頭板碑形 （奥付なし） 図3 12/16、12/18 34
登代 真相院 18代義礼夫人 安政4（1857）.閏5.5 明治41（1908）.8.19 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図6 12/20、12/22 33
良子 真光院 18代義礼夫人 明治2（1869）.3.7 大正13（1924）.11.13 弧頭板碑形 （奥付なし） 挿図7 12/17 35

表1　建中寺尾張家墓所被葬者一覧
凡例
・建中寺尾張家墓所に埋葬された38霊を、歿年月日順に表記した。
・被葬者名・生年月日・歿年月日の各欄は『徳川諸家系譜』（続群書類従完成会　1974年）・『名古屋叢書三編　第一巻　尾張

徳川家系譜』（名古屋市教育委員会　1988年）を参照し、『平成新修旧華族家系大成　下巻』（霞会館　1996年）にて適宜補った。
・生年月日・歿年月日の各欄は、『徳川諸家系譜』と『名古屋叢書三編　第一巻　尾張徳川家系譜』の記述が異なる場合、

後者を〈　〉内に併記した。また西暦を（　）内に記した。
・墓碑欄には「建中寺御墓所改葬前写真」から判明する墓碑の形状を記載し、備考を（　）内に記した。
・墓誌奥付欄には「尾張家建中寺墓誌」から判明する墓誌撰文の日付と撰者を記載した。
・地下構造欄には本稿の図・挿図の番号を記載した。
・発掘日欄の日付はいずれも昭和27年（1952）である。
・仮番号欄は昭和27年の改葬時に振られた番号を記載した。



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
〇

挿図1　秋露院殿ほか棺断面見取図挿図2　宣陽院殿ほか棺断面見取図

挿図3　天祐院殿ほか棺断面見取図挿図4　良恭院殿ほか棺断面見取図



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
一

挿図5　大覚院殿ほか棺断面見取図

挿図7　真光院殿棺断面見取図

挿図6　真相院殿棺断面見取図



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
二

「
改
葬
日
誌
」
は
、
尾
張
家
側
の
改
葬
担
当
者
で
あ
っ
た
徳
川
美
術
館
職
員
・
大

橋
正
次
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
、
後
に
ま
と
め
て
清
書
さ
れ
た
の
が
本
史

料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
序
に
改
葬
の
概
要
と
雑
感
が
記
さ
れ
た
後
、
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）十
月
九
日
か
ら
翌
年
二
月
十
四
日
ま
で
、
日
付
を
追
っ
て
工
事
の
進
捗
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
市
と
尾
張
家
側
と
の
交
渉
の
経
緯
や
、
土
地
・
石
造
物
な

ど
の
譲
渡
先
で
あ
る
東
海
学
園
・
小
牧
市
な
ど
と
の
交
渉
の
様
子
、
各
作
業
の
責
任

者
・
担
当
者
、
経
費
な
ど
か
ら
、
発
掘
時
の
状
況
、
遺
構
の
構
造
な
ど
ま
で
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
改
葬
を
発
掘
の
目
的
と
す
る
た
め
、
墓
所
の
構
造
よ
り
は
棺
内

の
遺
体
の
状
態
や
着
衣
・
副
葬
品
に
主
眼
が
置
か
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
量

が
多
い
た
め
、
今
回
は
発
掘
時
の
状
況
や
遺
構
の
構
造
に
か
か
わ
る
部
分
を
抜
き
出

し
、
次
章
に
て
翻
刻
し
た
。「
建
中
寺
尾
張
家
墓
所
被
葬
者
一
覧
」（
表
1
）に
改
葬
さ
れ

た
諸
霊
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
発
掘
日
を
記
し
た
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

「
建
中
寺
墓
誌
」
に
は
、こ
の
時
発
掘
さ
れ
た
二
代
光
友
か
ら
十
三
代
慶
臧（
顕
曜
院
）、

お
よ
び
十
八
代
義
礼
の
歴
代
当
主
計
十
三
霊
と
、
四
代
吉
通
正
室
・
輔
君（
瑞
祥
院
）を

は
じ
め
と
す
る
歴
代
当
主
の
正
室
・
継
室
・
夫
人
六
霊
、
世
子
・
世
孫
・
当
主
生
母
・

そ
の
他
子
女
計
十
九
霊
、
合
計
三
十
八
霊
の
墓
所
全
て
か
ら
出
土
し
た
墓
誌
が
翻
刻
さ

れ
て
い
る
。
表
1
に
墓
誌
撰
者
を
記
載
し
た
。

「
発
掘
品
目
録
」
は
出
土
し
た
副
葬
品
の
目
録
で
、
遺
構
ご
と
に
品
名
・
員
数
が
列

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
部
は
昭
和
二
十
八
年
に
東
京
へ
移
動
し
た
こ
と
、
ま
た

約
半
数
は
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
十
日
に
、
十
九
代
義
親
の
命
に
よ
り
焼
却
・
破
棄
さ

れ
た
こ
と
な
ど
も
追
記
さ
れ
て
い
る
。「
建
中
寺
尾
張
家
墓
所
副
葬
品
一
覧
」（
表
2
）に

ま
と
め
た
。

「
棺
見
取
図
」
に
は
棺
・
墓
誌
の
構
造
を
示
す
図
と
と
も
に
、
地
下
構
造
の
別
に
よ

り
十
種
の
「
棺
断
面
図
」
が
、
線
描
と
薄
茶
色
・
青
鼠
色
の
二
色
の
淡
彩
に
よ
っ
て
描

（
16
）

か
れ
る
。
最
後
に
「
墓
誌
埋
の
位
置
」
と
し
て
一
図
が
添
え
ら
れ
る
。「
棺
断
面
図
」

に
は
、
棺
槨
類
や
充
填
材
の
材
質
・
法
量
な
ど
「
改
葬
日
誌
」
に
含
ま
れ
な
い
内
容
も

記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
十
種
全
て
の
図
を
掲
載
し
た（
図
1
〜
3
、
挿
図
1
〜
7
）。
ま

た
、
表
1
に
本
稿
に
お
け
る
図
・
挿
図
番
号
を
付
し
た
。

以
上
の
後
に
、「
徳
川
家
墓
地
移
転
工
事
工
程
表
」、
青
焼
の
「
徳
川
家
墓
碑
配
置

図
」（
挿
図
8
）、「
従
業
員
心
得
」
が
折
込
ま
れ
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

三
　「
改
葬
日
誌
」
抄
録

以
下
に
「
改
葬
日
誌
」
よ
り
、
発
掘
が
実
施
さ
れ
た
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

十
二
月
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
記
述
の
う
ち
、
地
下
構
造
・
墓
碑
・
副
葬
品
・
遺

体
・
遺
骨
な
ど
、
発
掘
状
況
に
関
わ
る
部
分
を
抜
き
出
し
て
記
載
す
る
。
な
お
旧
字
・

略
字
は
適
宜
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
必
要
に
応
じ
て
句
読
点
を
加
え
た
。
院
号
に
は
初

出
の
み（　
）内
に
諱
・
幼
名
な
ど
の
俗
名
を
表
記
し
た
。

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
七
日
条
）

十
二
月
七
日　
　

日
、
晴

　

天
気
快
晴
に
て
次
の
十
霊
の
発
掘
を
な
す
。

　

秋（
命
名
な
し
）

露
院
、
快（

知
千
代
）

楽
院
、
善（

釟
千
代
）

明
院
、
春（

岑
姫
）

陽
院
、
賢（

時
千
代
）

明
院

　

理（
常
千
代
）

性
院
、
霊（

寛
之
助
）

珠
院
、
霊（

盛
千
代
）

沼
院
、
秋（

安
千
代
）

英
院
、
蕙（

栄
姫
）

心
院

　

発
掘
に
際
し
、
菱
田
微
立
師
、
伴
僧
二
名
を
伴
ひ
各
霊
毎
に
読
経
を
行
ひ
、
右

経
終
っ
て
発
掘
に
と
り
か
ヽ
れ
り
。
先
づ
霊
域
周
囲
六
尺
平
方
程
を
地
下
四
、
五

尺
程
度
に
掘
下
げ
る
と
、
中
央
に
一
尺
五
寸
平
方
、
高
さ
一
尺
の
石
あ
り
。
こ
の

石
は
平
面
に
両
分
さ
れ
、
上
石
に
御
霊
名
を
刻
し
、
下
石
に
墓
誌
が
刻
し
あ
り
。
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墓
誌
は
文
章
漢
文
を
以
て
大
体
同
一
形
式
な
り
。
一
例
を
示
せ
ば

秋
露
公
子

前
尾
張
国
主
大
納
言
慶
勝
卿
之
第
九
男
也

母
秋
月
氏
慶
応
三
年
丁
卯
七
月
十
日
生
於

新
殿
未
名
十
有
三
日
殤
越
九
日
葬
於

愛
知
郡
古
井
村
建
中
寺
法
号
為
秋
露
院

殿
如
幻
即
空
大
童
子

と
あ
り
、
こ
の
終
り
に
撰
者
が
刻
し
あ
り
。
次
の
四
氏
の
氏
名
の
中
、
墓
誌
に
依

り
そ
れ
〴
〵
一
名
な
り
。

側
物
頭
班
明
倫
堂
督
学
兼
侍
講
臣　
鷲
津
宣
之

（
マ
マ
、光
）

　

名
古
屋
藩
儒
官　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
楚
林

明
倫
堂
督
学
臣　
　
　
　
　
　
　
　
阿
倍
伯
孝

明
倫
堂
督
学
臣　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
端
之

上
石
は
各
霊
位
の
院
名
を
刻
し
あ
り
。
一
例
を
示
せ
ば
、

前
尾
張
国
主
大
納
言
慶
勝
卿
第
九
男
秋
露
公
子
之
墓

若
し
く
は
簡
単
に

霊
沼
院
君
之
墓

と
あ
り
。
こ
の
墓
誌
石
の
下
は
厚
さ
凡
そ
五
寸
、
幅
一
尺
二
寸
、
長
さ
四
尺
六
寸

程
の
荒
目
石
が
併
列
し
あ
り
、
そ
の
数
四
本
に
て
石
の
蓋
を
な
す
。
其
の
下
同
様

の
石
材
を
以
て
石
室
を
な
し
あ
り
。
こ
の
併
列
の
石
を
取
り
除
く
と
、
檜
材（
厚

さ
五
分
）を
以
て
作
れ
る
二
尺
八
寸
立
方
の
外
箱
あ
り
。
そ
の
周
囲
を
樹
脂
を
以

て
厚
さ
一
寸
余
程
塗
り
か
た
め
あ
り
。
こ
の
内
に
同
様
の
材
料
を
以
て
作
ら
れ
た

中
箱
あ
り
て
、
無
数
の
念
仏
を
書
し
た
る
和
紙
に
て
燈
芯
若
し
く
は
御
香
を
包
み

な
ど
し
た
り
、
若
し
く
は
梻し

き
みの

葉
を
入
れ
た
り
、
石
灰
を
満
た
し
て
空
間
を
塞
ぎ

あ
り
。
こ
の
中
箱
の
中
に
桐
材（
厚
さ
五
分
）を
以
て
作
れ
る
御
棺
あ
り
、
一
尺
五

寸
平
方
、
高
さ
約
二
尺
な
り
。

　

此
等
の
霊
は
御
子
様
な
る
故
に
稍
少
な
り
。
上
部
は
干
藁
を
列
べ
置
き
た
る
如

く
多
量
の
燈
心
を
以
て
覆
ひ
、
念
仏
を
書
し
た
る
包
紙
多
数
と
、
少
量
の
玩
具
、

大
小
の
木
刀
あ
り
。
御
遺
骸
は
白
麻
帷
子
を
着
さ
れ
、
大
き
な
風
呂
敷
様
の
白
布

に
て
包
ま
れ
、
何
れ
も
屈
葬
式
の
正
座
の
姿
体
な
り
。
念
仏
書
の
中
に
は
御
通
夜

の
お
伽
に
参
加
し
た
と
推
さ
れ
る
人
名
を
散
見
す
。
玩
具
は
張
り
子
、
陶
器
、
木

製
槌
形
ガ
ラ
〳
〵
の
如
き
も
の
あ
り
。

　

御
歳
六
才
に
て
逝
去
さ
れ
た
る
秋
英
院
殿
は
、
麻
上
下
に
葵
紋
の
裃
が
別
に
入

れ
あ
り
、
藁
草
履
も
あ
り
た
り
。

　

各
霊
何
れ
も
乾
固
の
ミ
イ
ラ
状
態
に
あ
り
き
。
賢
明
院
、
霊
珠
院
の
両
墓
所
は

多
量
の
浸
水
あ
り
た
る
が
、
霊
沼
院
の
如
き
は
御
棺
の
中
真
黒
く
、
煤
煙
が
棺
の

内
部
に
積
り
、宛
も
焼
却
し
た
る
が
如
き
状
を
呈
し
あ
り
し
は
不
思
議
な
り
。（
後

略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
九
日
条
）

十
二
月
九
日　
　

火
、
雨

　

こ
の
日
小
雨
な
り
し
が
、
七
日
同
様
に
菱
田
師
外
二
名
の
読
経
に
始
ま
り
て
、

宣（

梅

津

）

揚
院
殿
、
真（

五
郎
太
）

巌
院
殿
、
晃（

継

友

）

禅
院
殿
、
紹（

治

休

）

隆
院
殿
の
発
掘
を
敢
行
す
。
墓
域
は
六

尺
平
方
位
の
周
囲
を
四
、
五
尺
に
し
て
石
蓋
に
達
す
る
が
、
宣
揚
院
、
真
巌
院
、

晃
禅
院
の
墓
誌
は
竪
置
に
し
て
、
赤
銅
厚
さ
三
分
、
幅
一
寸
位
を
以
て
二
ヶ
所
を

束
し
あ
り
、
文
字
に
は
朱
を
入
れ
あ
り
。（
泉
光
院
の
如
く
鼓
形
の
鉛
に
て
止
め
あ
る

も
の
も
あ
り
）。
紹
隆
院
の
墓
誌
は
大
な
る
た
め
平
置
し
あ
り
て
、
赤
銅
線
を
以
て

十
文
字
に
束
し
あ
り
。



「
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中
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日
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石
蓋
は
大
体
四
尺
平
方
あ
り
、
深
さ
一
尺
六
寸
下
り
て
、
一
尺
一
寸
幅
の
中
階

あ
り
、
こ
の
下
に
棺
は
二
尺
平
方
位
に
て
二
尺
二
寸
位
の
深
さ
あ
り
て
、
墓
穴
は

階
段
状
を
な
す
。

　

石
蓋
を
取
り
除
く
と
粉
炭（
或
は
香
な
り
と
云
ふ
者
も
あ
り
）を
撒
布
し
、
そ
の
下

に
石
灰
、
赤
土
砂
を
水
を
用
ひ
ず
カ
ラ
混
ぜ
し
た
る
タ
ゝ
キ
土
厚
さ
一
尺
程
を
置

き
て
、
そ
の
下
に
木
箱
あ
る
も
、
多
く
腐
朽
し
て
落
下
し
居
れ
り
。
落
下
せ
る
棺

中
に
は
石
灰
に
朱
の
混
じ
た
粘
土
状
を
な
す
物
多
量
あ
り
、
棺
の
外
側
に
あ
り
し

も
の
か
内
部
に
あ
り
し
も
の
か
判
然
せ
ざ
る
も
、
湿
気
を
考
慮
さ
れ
た
る
も
の
と

考
へ
ら
れ
る
。

　

棺
側
に
当
る
一
番
の
外
部
は
石
材
を
積
み
石
室
式
を
な
す
も
、
単
に
石
を
積
み

た
る
ま
ヽ
な
る
に
依
り
、
多
少
の
隙
を
生
じ
、
草
木
の
根
が
、
こ
の
隙
よ
り
棺
内

に
迄
延
び
て
、
宣
揚
院
殿
の
如
き
は
遺
骸
の
頭
骨
に
迄
喰
い
入
り
て
、
眼
底
よ
り

芽
を
出
し
あ
り
。
そ
の
状
言
語
に
つ
く
し
難
し
。

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
日
条
）

十
二
月
十
日　
　

水
、
曇

天（
治
興
）

祐
院
、
円（

吉
通
）

覚
院
の
発
掘
を
な
す
。

　

天
祐
院
は
紹
隆
院
と
同
様
に
し
て
、
棺
二
尺
八
寸
平
方
、
高
さ
三
尺
八
寸
に
て
、

遺
体
も
大
体
に
於
て
屍
蠟
状
態
を
な
す
。
衣
冠
束
帯
の
姿
に
て
坐
せ
ら
る
。
こ
れ

に
対
し
円
覚
院
様
は
棺
は
殆
ん
ど
腐
朽
し
原
形
を
と
ヾ
め
ず
、
墓
穴
の
構
築
状
況

も
極
め
て
簡
素
に
し
て
、
そ
の
穴
も
小
さ
き
は
意
想
外
な
り
き
。
石
蓋
も
天
祐
院

の（
長
さ
七
尺
、
幅
一
尺
、
厚
さ
七
寸
）七
枚
に
対
し
、
円
覚
院
は
二
枚
に
て
、
真
巌

院
と
同
一
形
式
な
り
、
則
ち
長
さ
五
尺
、
幅
二
尺
五
寸
の
二
枚
蓋
な
り
。

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
条
）

十
二
月
十
一
日　
　

木
、
晴

（
中
略
）

　

今
日
の
発
掘
は
章（

宗
春
）

善
院
様
一
体
也
。
墓
誌
は
追
贈
分
と
共
に
二
つ
あ
り
。
追
贈

分
は
後
年
に
墓
域
を
再
発
掘
し
て
埋
め
た
る
た
め
、
柵
の
周
囲
と
棺
の
位
置
と
が

相
違
せ
り
。（
後
略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日
条
）

十
二
月
十
二
日　
　

金
、
晴

　

本
日
、
菱
田
師
伴
僧
一
名
に
て
、
瑞（

輔
君
）

祥
院
、
蓮（

俊
姫
）

沼
院
、
寛

（
五
郎
太〈
治
行
男
〉）

柔
院
、
教（

勇
丸
）

令
院
、

泰（
綱
誠
）

心
院
并
に
憲（

治
行
）

聡
院
の
読
経
を
な
す
。

（
中
略
）

二
十
二
号
瑞
祥
院
様
は
腐
朽
し
て
原
形
な
し
。

　

蓮
沼
院
、
寛
柔
院
、
教
令
院
は（
中
略
）何
れ
も
こ
れ
迄
と
相
違
特
記
す
べ
き
事

な
し
と
の
報
告
を
現
場
員
よ
り
受
く
。
唯
、
何
れ
か
に
棺
の
下
部
に
赤
銅
の
落
し

は
め
あ
り
し
も
の
あ
り
。（
後
略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
三
日
条
）

十
二
月
十
三
日　
　

土
、
晴

　

こ
の
日
、
十
九
号
転（

好
君
）

陵
院
の
発
掘
を
な
し
た
る
が
、
棺
の
三
分
の
二
以
上
地
下

水
に
充
ち
て
遺
体
浮
べ
る
の
状
態
な
り
。
然
る
に
午
後
の
発
掘
に
な
る
三
十
六
号

憲
聡
院
は
天
祐
院
以
上
に
完
全
に
近
い
屍
蠟
状
態
に
て
、
頸
部
の
皮
膚
等
水
死
者

の
如
く
完
全
に
ブ
ヨ
ブ
ヨ
状
を
な
す
。
頭
髪
、
髷
の
状
態
も
そ
の
ま
ヽ
に
て
、
耳

穴
、
鼻
穴
等
に
朱
を
以
て
詰
め
あ
り
。（
後
略
）



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
五

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
四
日
条
）

　

十
二
月
十
四
日　
　

日
、
晴

　

本
日
、
墓
前
読
経
を
菱
田
師
伴
僧
二
名
に
て
左
記
各
霊
に
行
ひ
、
大
橋
、
柴
本

参
列
。

　

良（
斉
温
）

恭
院
、
聖（

従
姫
）

聡
院
、
顕（

慶
臧
）

曜
院
、
天（

斉
朝
）

慈
院
、
俊（

福
君
）

恭
院
、
賢（

宗
勝
）

隆
院

　

発
掘
は
聖
聡
院
殿
、
泰
心
院
殿
の
二
霊
也
。

　

前
者
は
腐
朽
と
浸
水
甚
し
く
、
わ
づ
か
に
御
遺
骨
を
発
掘
し
得
た
る
に
過
ぎ

ず
、
後
者
も
類
似
の
情
況
な
り
し
が
、
遺
品
刀
剣
類
外
四
、五
点
、
印
篭
等
を
発

掘
せ
り
。

　

後
者
は
二
枚
石
蓋
に
て
、
そ
の
下
石
室
の
外
は
厚
さ
六
寸
、
深
さ
四
尺
の
赤
土

状
の
当
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式
土
固
め
あ
り
て
、
棺
に
用
い
た
る
板
材
等
は
殆
ん

ど
見
当
ら
ず
。
墓
地
埋
葬
用
の
土
は
灰
色
の
ザ
ク
ザ
ク
し
た
粘
質
な
き
砂
土
状
に

て
、
従
来
の
土
と
出
所
を
異
に
す
。（
後
略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
条
）

　

十
二
月
十
五
日　
　

月
、
晴

　

俊
恭
院
様
の
発
掘
を
行
ひ
し
が
、
浸
水
部
分
多
量
に
て
工
事
に
難
渋
す
。
終
日

工
事
を
続
行
し
、三
時
で
や
っ
と
堀
上
ぐ
。
頭
蓋
骨
、歯
列
等
極
め
て
完
全
な
り
。

（
後
略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
条
）

　

十
二
月
十
六
日　
　

火
、
雨

　

天
慈
院
様
の
発
掘
を
行
ひ
し
が
、
前
夜
来
の
雨
に
て
一
層
に
墓
穴
に
浸
水
多

く
、
水
の
汲
み
出
し
に
手
間
取
り
、
本
日
も
こ
の
一
霊
の
み
。
墓
穴
中
に
多
数
の

小
石
に
念
仏
を
墨
書
せ
る
も
の
出
で
し
が
こ
の
墓
の
特
色
な
り
。

　

石
蓋
に
用
ひ
し
各
石
の
合
せ
目
に
、
麻
縄
屑
を
練
り
合
せ
て
、
隙
間
塞
ぎ
を
施

せ
る
を
見
た
る
は
、
こ
の
霊
の
構
築
に
於
て
初
め
て
見
た
り
。

　
　
（
中
略
）

　

法（
義
礼
）

城
院
様
墓
域
は
八
尺
平
方
、
厚
さ
一
尺
二
寸
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
を
取
り
、
四

尺
ほ
ど
に
て
墓
誌
あ
り
。
そ
の
下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
さ
の
み
一
尺
九
寸
に
て
、
石

工
ま
づ
匙
を
投
げ
、
東
邦
瓦
斯
会
社
よ
り
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
自
動
車
を
借
り
受

け
、
鑿
岩
機
を
以
て
深
さ
三
尺
に
及
ぶ
も
、
尚
、
棺
に
達
せ
ず
し
て
、
工
事
担
当

者
の
焦
慮
甚
し
く
、（
後
略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
七
日
条
）

　

十
二
月
十
七
日　
　

水
、
晴

　

天
気
晴
れ
て
、
義
親
様
終
日
検
分
さ
る
。

　

真（
良
子
）

光
院
様
の
御
骨
上
げ
を
先
づ
行
ふ
。
既
に
大
正
十
二
年
御
逝
去
当
時
、
御
火

葬
申
上
げ
あ
り
。
そ
の
ま
ヽ
御
内
仏
に
安
置
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
て
厳
重
な
構

築
な
り
し
が
、
浸
水
甚
し
く
、
湧
水
が
石
室
に
溜
り
御
骨
壺
の
御
骨
も
水
の
中
に

浮
ぶ
情
況
な
り
。

　

貞（
猶
姫
）

慎
院
様
の
墓
誌
は
、
地
上
よ
り
二
、
三
寸
に
し
て
そ
の
表
面
に
達
す
る
位
置

に
あ
り（
隣
接
の
墓
地
と
近
接
の
為
と
思
は
る
）、
今
迄
の
例
に
な
き
浅
き
墓
穴
な
り

し
が
、
完
全
に
近
く
ミ
イ
ラ
化
し
あ
り
き
。

　

大（
斉
荘
）

覚
院
様
も
同
様
ミ
イ
ラ
状
態
で
、
他
は
諸
霊
と
同
様
な
り
し
が
、
梻
の
葉
に

念
仏
を
書
し
て
無
数
に
棺
中
に
入
れ
あ
り
し
は
初
め
て
な
り
。

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
条
）



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
六

　

十
二
月
十
八
日　
　

木
、
晴

　

瑞
（
マ
マ
、光
友
）

龍
様
墓
域
発
掘
に
つ
き
、
各
報
導
関
係
、
各
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
来
場
、
工

事
々
務
所
に
て
義
親
様
記
者
会
見
を
行
は
る
。
市
側
よ
り
も
整
地
部
長
、
用
地
課

長
、
係
長
来
場
立
合
ふ
。

　

墓
石
が
稍
々
後
方
に
傾
き
、
周
囲
九
尺
平
方
位
掘
り
ひ
ろ
げ
る
と
、
四
、
五
尺

下
に
堰
板
の
腐
れ
を
見
た
り
。
墓
誌
は
瓦
を
以
て
覆
ひ
あ
り
、
横
置
き
に
し
て
両

端
を
赤
銅
を
以
て
角
鉢
巻
し
あ
り
。
そ
の
下
に
約
一
尺
直
径
の
割
ぐ
り
状
石
が

五
、
六
重
に
層
を
な
し
て
積
み
重
ね
あ
り
。
そ
の
下
に
二
枚
の
石
蓋
を
以
て
覆
は

れ
、
石
の
下
は
外
棺
を
石
灰
、
砂
塩
の
混
入
し
た
る
砂
状
質
の
物
に
て
埋
め
、
棺

は
四
重
に
な
り
、
外
側
椽
は
銅
帯
に
て
井
桁
状
に
し
め
あ
り
。

　

外
棺
は
三
尺
五
分
角
、
四
尺
の
高
さ
あ
り
、
板
は
柾
一
寸
の
厚
板
な
り
。

　

中
棺
は
二
尺
七
寸
一
分
角
、
三
尺
六
寸
五
分
の
高
さ
あ
り
。

　

本
棺
は
二
尺
四
寸
五
分
角
、
三
尺
四
寸
五
分
高
さ
あ
り
。

　

遺
体
は
全
棺
十
数
貫
に
及
ぶ
朱
詰
め
あ
り
、
そ
の
た
め
骨
格
を
残
す
の
み
に
て

ミ
イ
ラ
化
せ
ず
。
副
葬
品
は
太
刀
、
刀
剣
等
実
物
入
り
あ
り
。
別
記
す
る
如
く
多

数
あ
り
き
。

　

午
後
、法
城
院
様
、棺
は
厚
さ
四
尺
に
近
く
、初
め
て
棺
に
達
す
。
二
重
な
り
。

や
ヽ
浸
水
あ
り
し
も
、
御
遺
体
は
御
生
前
の
ま
ヽ
の
座〻寝
棺
な
り
。
木
太
刀
、
并
に

桐
箱
に
御
臍
の
尾
、
扇
子
、
略
譜
、
御
髪
等
入
れ
あ
り
。（
後
略
）

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日
条
）

　

十
二
月
十
九
日　
　

金
、
晴

　
（
中
略
）

　

こ
の
日
午
前
、
良
恭
院
、
午
後
、
顕
曜
院
の
発
掘
を
行
ひ
し
が
、
何
れ
も
完
全

な
ミ
イ
ラ
化
し
て
あ
り
。
顕
曜
院
様
に
は
無
数
の
浮
世
絵
書
籍
の
副
葬
品
あ
り
。

義
親
様
、
午
後
こ
れ
に
立
合
は
る
。

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日
条
）

　

十
二
月
二
十
日　
　

土
、
晴

　

本
日
午
前
、
賢
隆
院
様
の
発
掘
を
、
義
親
様
御
立
会
の
下
に
行
ひ
し
が
、
二
代

瑞
龍
院
様
の
朱
詰
め
の
如
く
、
御
遺
体
は
余
り
に
多
量
の
石
灰
詰
め
の
た
め
、
む

せ
落
ち
て
骨
片
を
残
す
の
み
の
状
態
な
り
き
。

　

然
し
墓
域
の
構
築
状
況
は
可
成
り
よ
く
、
墓
誌
は
素
焼
瓦
八
寸
五
分
平
方
、
厚

さ
一
寸
を
九
枚
敷
き
の
上
に
置
か
れ
、
そ
の
上
部
も
同
様
に
し
て
、
側
部
は
一
尺

八
寸
、

八
寸

五
分
の
長
方
形
瓦
に
て
各
三
枚
宛
、
計
十
二
枚
を
以
て
覆
ひ
あ
り
、
そ
の
中
心
の

墓
誌
は
二
尺
五
寸
平
方
、
厚
さ
一
尺
二
寸
あ
り
。
こ
の
墓
誌
の
下
に
更
に
長
さ
一

尺
五
寸

五
分
、
幅

一
尺
一
寸
厚
さ
上
蓋
二
寸
八

分
、
下
六
寸
の
石
箱
あ
り
て
、
こ
の
箱
の
中
に
桐
二
重
箱
入
長
さ
九
寸
、

幅
六
寸　

厚
さ
二
寸
五
分
に
て
御
前
髪
を
納
め
あ
り
。

　

墓
域
は
四
、
五
尺
掘
下
げ
る
と
十
尺
平
方
程
度
に
堰
板
あ
り
。
工
事
の
際
の
土

止
め
と
認
め
ら
る
。
墓
穴
は
六
尺
七
寸
平
方
あ
り
。
納
棺
の
高
さ
四
尺
、

二
尺
八
寸
角
で
あ
っ
た

石
蓋
は
、
五
枚
斜
め
合
せ
の
巨
石
に
て
、
八
才
五
分（
約
百
七
、
八
十
貫
）の
御
影

石
様
の
石
材
な
り
。

　

真（
登
代
）

相
院
様
墓
域
は
地
上
よ
り
六
尺
掘
下
げ
て
長
さ
七
尺
、

幅
二
尺
六
寸（

法
城
院
様
は

幅
五
尺
余

）の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
仕
上
げ
の
墓
室
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
覆
ひ
た
る
状
態
に
て
、
こ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
除
き
て
初
め
て
本
棺
に
達
す
る
予
定
な
り
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
尺
六
寸

掘
下
げ
て
、
ア
ス
ハ
ル
ト
に
て
塗
り
固
め
あ
り
。



「
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「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
八

（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
条
）

　

十
二
月
二
十
二
日　
　

月
、
曇

　

天（
宗
睦
）

祥
院
様
の
発
掘
を
午
前
行
ふ
。
構
築
の
模
様
は
変
ら
ぬ
が
、
腐
朽
も
な
く
完

全
に
近
く
、
棺
の
引
上
げ
困
難
の
た
め
、
御
遺
体
が
ミ
イ
ラ
化
し
た
る
た
め
、
棺

を
破
り
て
御
遺
体
を
吊
り
上
げ
申
し
て
、
新
棺
に
御
移
し
申
上
ぐ
。
御
老
体
に
て

小
柄
の
体
格
に
拝
し
た
り
。
副
葬
品
は
衣
冠
束
帯
類
に
て
、
小
牧
山
に
墓
碑
建
立

に
つ
き
、
町
当
局
に
て
硝
子
ケ
ー
ス
に
保
存
記
念
の
由
に
つ
き
、
之
を
小
牧
町
に

寄
贈
の
事
と
な
す
。

　

午
後
、
真
相
院
様
の
御
遺
体
を
新
棺
に
御
移
し
申
上
げ
、（
中
略
）

　

因
み
に
真
相
院
様
は
白
装
束
、
切
髪
姿
に
拝
し
、
副
葬
品
は
小
箱
入
の
御
産
髪

類
に
白
の
御
召
物
一
揃
な
り
し
が
、水
浸
り
の
た
め
、そ
の
ま
ま
埋
葬
す
。（
後
略
）

四
　
尾
張
家
墓
所
の
特
徴

「
改
葬
日
誌
」
か
ら
判
明
す
る
墓
所
改
葬
の
工
程
は
、
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）十

月
十
六
日
の
撥
遣
法
要
に
て
三
十
八
霊
を
建
中
寺
本
殿
御
霊
屋
・
御
内
仏
の
両
所
に
迎

え
鎮
め
た
上
で
、
墓
碑
・
灯
籠
な
ど
地
上
部
分
の
石
造
物
の
取
り
壊
し
と
搬
出
を
進
め
、

十
二
月
七
日
に
墓
所
発
掘
を
開
始
し
て
い
る
。
利
便
の
た
め
、
墓
所
に
は
二
代
光
友
を

1
と
す
る
仮
番
号
が
振
ら
れ
た（
表
1
）。「
改
葬
日
誌
」
と
「
徳
川
家
墓
碑
配
置
図
」（
挿

図
8
）を
突
き
合
わ
せ
る
に
、
発
掘
の
順
序
と
し
て
は
、
比
較
的
小
規
模
で
墓
地
西
部

に
連
立
し
て
い
た
、
十
四
代
慶
勝
・
十
五
代
茂
徳
の
子
女
の
墓
所
か
ら
開
始
し
、
そ
の

後
は
歴
代
当
主
と
そ
の
正
室
・
生
母
・
子
女
を
西
部
か
ら
東
部
に
か
け
順
に
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
工
事
終
盤
に
は
十
九
代
義
親
の
立
ち
合
い
の
も
と
、
こ
の
時
最
も
重
視

さ
れ
て
い
た
二
代
光
友
や
、
規
模
の
大
き
い
歴
代
当
主
墓
所
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
墓

所
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
遺
体
・
遺
骨
は
、
発
掘
当
日
か
ら
数
日
の
後
に
八
事
火
葬
場

に
て
順
次
火
葬
の
上
、
建
中
寺
御
内
仏
殿
に
仮
安
置
さ
れ
た
。
発
掘
が
完
了
し
た
の
は

十
二
月
二
十
二
日
、
火
葬
が
完
了
し
た
の
は
翌
日
で
あ
っ
た
。

発
掘
の
手
順
と
し
て
は
、
地
上
部
分
の
整
地
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
一
・
八
米
四
方
程

度
の
方
形
に
、
地
下
一
・
二
〜
一
・
八
米
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
で
石
製
墓
誌
お
よ
び

石
槨
上
面（
石
蓋
）に
至
る
と
あ
る
。
そ
れ
ら
を
取
り
除
く
と
、
墓
所
に
よ
り
規
模
の
大

小
は
あ
る
が
、
数
重
の
木
槨
と
木
棺
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
改
葬
日
誌
」
に
は
一
部

の
墓
所
に
つ
い
て
、
遺
体
・
遺
骨
の
み
を
や
む
な
く
取
り
上
げ
た
様
子
が
記
さ
れ
る
が
、

「
棺
見
取
図
」
と
昭
和
五
十
七
年
お
よ
び
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）の
出
土
事
例
と
を
突

き
合
わ
せ
る
に
、
後
者
で
は
各
墓
所
で
最
も
内
側
の
木
棺
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
お
そ
ら
く
は
木
棺
ご
と
引
き
上
げ
る
の
を
基
本
と
し
、
そ
の
ま
ま
遺
構
は
埋
め

戻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
棺
見
取
図
」
に
所
収
さ
れ
る
十
四
代
慶
勝
九
男
・
秋
露

院（
命
名
な
し
）の
棺
を
描
い
た
図（
挿
図
9
）も
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
木
棺
を
開
い
た
と
こ

（
17
）

（
18
）

（
19
）

挿図9　秋露院殿棺図



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

七
九

ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
発
掘
は
諸
霊
の
改
葬
を
主
眼
と
す
る
こ
と
か
ら
、
棺
槨
の
蓋
を
開

け
、
次
の
層
へ
進
む
よ
う
に
、
階
段
状
に
掘
り
進
め
て
行
わ
れ
た
と
み
え
る
。
昭
和

五
十
七
年
お
よ
び
平
成
十
三
年
の
発
掘
の
際
に
五
基
全
て
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
槨
外
の

木
槨（
外
木
槨
）に
つ
い
て
は
、
発
掘
区
画
を
広
く
設
定
し
た
二
代
光
友（
二
・
七
米
四
方
）、

八
代
宗
勝（
賢
隆
院
、
三
・
〇
米
四
方
）、
十
八
代
義
礼（
二
・
四
米
四
方
）に
記
録
さ
れ
る
の

み
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
九
代
義
親
が
立
ち
会
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
と
推

測
さ
れ
る
。
義
親
は
既
に
数
度
の
改
葬
を
経
験
し
て
お
り
、
こ
の
発
掘
に
お
い
て
も
主

導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
。
義
親
は
全
工
程
中
、
こ
の
三
霊
の
墓
所
発
掘
を
含
む
十
二
月

十
七
日
か
ら
二
十
日
の
間
、
作
業
に
立
ち
会
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間
中
の
発
掘
は
特
に

慎
重
か
つ
規
模
を
拡
張
し
て
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

尾
張
家
墓
所
の
特
徴
に
的
を
絞
っ
て
み
て
い
く
と
、
ま
ず
埋
葬
方
法
は
、
明
治
時
代

以
降
に
亡
く
な
っ
た
十
八
代
義
礼
と
そ
の
夫
人
・
登
代（
真
相
院
）が
臥
形
、
同
じ
く
義

礼
夫
人
・
良
子（
真
光
院
）が
火
葬
で
あ
る
の
を
除
き
、
皆
統
一
し
て
土
葬
・
坐
形
で
、

一
部
は
正
座
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
棺
の
内
に
は
遺
骨
の
み
遺
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、

遺
体
の
半
数
ほ
ど
は
ミ
イ
ラ
化
す
る
か
、
湧
水
の
あ
る
墓
所
も
多
か
っ
た
た
め
屍
蠟
化

し
て
い
た
。
ま
た
、
二
代
光
友
の
木
棺
に
は
朱
が
詰
め
ら
れ
、
八
代
宗
勝
の
木
棺
に
も

朱
と
石
灰
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
九
代
宗
睦
の
養
子
・
治
行（
憲
聡
院
）の
耳
鼻

に
朱
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
例
が
あ
り
、「
改
葬
日
誌
」
十
二
月
九
日
条
に
も
棺
中
に
石

灰
・
朱
を
確
認
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
朱
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
増
上
寺
・
寛
永

寺
に
所
在
す
る
徳
川
将
軍
家
墓
所
の
う
ち
、
歴
代
将
軍
を
は
じ
め
正
室
・
生
母
な
ど
に

み
ら
れ
る
限
定
的
な
特
徴
で
あ
り
、
尾
張
家
の
家
格
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

副
葬
品
な
ど
の
出
土
遺
物
は
「
発
掘
品
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
る
品
の
ほ
か
、「
改
葬

日
誌
」
中
に
、
念
仏
を
書
し
た
包
紙
・
小
石
・
梻
の
葉
、
灯
心
や
香
、
装
束
類
、
裂

（
20
）

（
21
）

挿図10　善明院殿墓誌石図

類
、
へ
そ
の
緒
や
前
髪
な
ど
が
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
十
代
斉
朝（
天
慈
院
）墓
所
か

ら
出
土
し
た
念
仏
を
書
し
た
小
石
は
礫
石
経
と
呼
ば
れ
、
徳
川
将
軍
家
墓
所
の
う
ち
歴

代
将
軍
の
み
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
十
二
代
斉
荘（
大
覚
院
）墓
所
か
ら
出
土
し
た

念
仏
を
書
し
た
梻
も
、
徳
川
将
軍
家
墓
所
に
出
土
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
関
連
性
に
つ

い
て
は
今
後
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
副
葬
品
の
一
部
は
個
人
蔵
ま

た
徳
川
美
術
館
蔵
品
と
な
っ
て
現
存
し
て
お
り
、
十
三
代
慶
臧
の
副
葬
品
で
あ
っ
た

大
量
の
浮
世
絵（
徳
川
美
術
館
蔵
）は
そ
の
代
表
格
と
し
て
展
覧
会
な
ど
で
も
度
々
紹
介

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
二
代
光
友
の
副
葬
品
で
あ
っ
た
「
鞘
破
片
」「
鞘
金
物
」「
鐔
」

「
セ
ッ
パ
」
な
ど
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
鞘
・
紐
・
柄
な
ど
を
新
し
く
補
わ
れ
、「
葵
紋

付
黄
金
造
飾
太
刀
拵
」（
徳
川
美
術
館
蔵
、
図
4
）と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る
。

墓
誌
は
、「
建
中
寺
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
全
墓
所
か
ら
出
土
し
た
。
徳
川
将
軍
家
の
関

係
墓
所
で
は
石
槨
蓋
板
に
彫
ら
れ
る
例
が
多
い
よ
う
だ
が
、
尾
張
家
の
場
合
に
は
石
槨

と
は
別
で
、「
棺
見
取
図
」
に
所
収
さ
れ
る
墓
誌
石
図（
挿
図
10
）の
よ
う
に
、
概
し
て
、

二
枚
の
重
な
り
合
う
方
形
石
材
の
内
面
に
墓
誌
を
刻
む
構
造
で
あ
り
、
赤
銅
線
・
赤
銅

帯
に
よ
っ
て
束
ね
る
場
合
も
あ
っ
た
。
撰
者
は
い
ず
れ
も
尾
張
藩
の
儒
学
者
で
あ
り
、

歴
代
大
学
頭
・
林
家
が
撰
文
し
た
徳
川
将
軍
家
に
倣
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

（
22
）

（
23
）
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い
る
。
三
代
綱
誠
は
、
墓
誌
撰
者
も
ま
た
他
と
や
や
異
な
る
特
徴
を
示
す
。
奥
付
に
記

さ
れ
た
「
詞
臣
」
并
河
子
健
は
綱
誠
に
仕
え
た
儒
者
で
あ
る
が
、
後
世
の
墓
誌
撰
者
が

「
儒
臣
」
や
尾
張
藩
校
で
あ
る
明
倫
堂
の
校
長
に
あ
た
る
「
明
倫
堂
督
学
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
肩
書
が
異
な
る
。
墓
碑
・
墓
誌
と
も
、
墓
制
が

統
一
さ
れ
て
い
く
前
の
、
初
発
的
な
例
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
で
は
、
建
中
寺
墓
地
に
所
在
し
た
三
十
八
基
の
尾
張
家
の
墓
所
に
つ
い
て
、
他

の
史
料
や
現
状
の
遺
構
か
ら
は
知
り
得
な
い
内
容
を
含
む
本
史
料
を
取
り
上
げ
、
昭
和

二
十
七
年
の
発
掘
時
の
状
況
や
墓
所
の
構
造
、
出
土
品
に
か
か
わ
る
部
分
な
ど
、
特
に

近
世
大
名
墓
の
研
究
に
有
力
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
ま
た
、
こ
の

前
提
と
し
て
周
辺
史
料
か
ら
判
明
す
る
明
治
時
代
以
来
の
尾
張
家
の
墓
所
整
理
の
過
程

を
報
告
し
た
。

本
史
料
や
周
辺
史
料
か
ら
判
明
す
る
尾
張
家
の
墓
所
の
特
徴
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

指
摘
さ
れ
て
い
た
地
下
の
重
層
構
造
や
漆
喰
な
ど
を
用
い
た
防
水
・
防
湿
対
策
に
加

え
、
朱
の
封
入
や
、
念
仏
を
書
し
た
梻
の
葉
な
ど
の
副
葬
品
、
墓
誌
撰
者
が
儒
者
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
言
及
し
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
将
軍
家
の
関
係
墓
所
と
の
共
通
点
が
見
出
さ

れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
墓
碑
に
つ
い
て
は
三
代
綱
誠
が
五
輪
塔
型
で
あ
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
、
二
代
光
友
の
墓
碑
以
降
、
弧
頭
板
碑
形
が
統
一
的
に
用
い
ら
れ
て
い
く
以

前
の
事
例
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
徳
川
将
軍
家
は
も
と
よ
り
、
各
地
の

大
名
家
の
墓
所
も
含
む
詳
細
な
検
討
が
俟
た
れ
る
。
先
学
の
諸
研
究
に
敬
意
を
表
し
つ

つ
、
本
稿
が
尾
張
家
の
墓
所
の
研
究
を
補
完
す
る
一
助
に
な
る
と
と
も
に
、
多
角
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
近
世
大
名
墓
研
究
の
更
な
る
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
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れ
ら
の
墓
誌
は
、
二
代
光
友
の
墓
誌（
建
中
寺
蔵
）を
除
き
、
建
中
寺
に
保
存
さ
れ
る
二

代
光
友
墓
所
の
脇
に
建
設
さ
れ
た
墓
誌
記
念
碑
の
基
壇
と
し
て
、
重
ね
て
埋
め
戻
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
発
掘
に
際
し
て
は
、
本
史
料
の
ほ
か
に
、
写
真
や
拓
本
に
て
記
録
が
図
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち
写
真
は
、
外
題
に
「
建
中
寺
御
墓
所
改
葬
前
写
真
」
と
あ
る
写
真
貼
り
込
み

帳（
個
人
蔵
）一
冊
が
現
存
す
る
。
墓
地
内
部
の
景
観
を
撮
影
し
た
パ
ノ
ラ
マ
写
真
と
と

も
に
、
各
墓
所
の
写
真
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
墓
碑
の
形
態
や
周
囲
の
状
況
な
ど
他

に
な
い
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
本
史
料
と
と
も
に
、
尾
張
家
の
墓
所
を
復
元
的
に
考
察

す
る
た
め
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
史
料
で
あ
る
。
表
1
に
墓
碑
の
形
態
を
ま
と
め
た

が
、
特
筆
す
べ
き
は
二
代
光
友
以
下
、
ほ
ぼ
全
て
の
墓
碑
が
頂
部
を
半
月
状
と
す
る
弧

頭
板
碑
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
代
光
友
よ
り
早
く
に
歿
し
、
当
主
と
し
て
建
中
寺
墓

地
に
初
め
て
埋
葬
さ
れ
た
三
代
綱
誠（
泰
心
院
）が
五
輪
塔
形
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（
挿

図
11
）。
球
形
部
正
面
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
種
子
「
キ
リ
ー
ク
」
が
刻
ま
れ
て
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破 棄

その他の記述 備考

1 光友（2代、瑞
龍院）

香木 一

刀身 二
黄金造太刀一本含。〈昭和28年7月21
日桜井東京持参、同29年11月12日大
橋持帰、同日委託〉

包丁形刀身 一 〈昭和28年7月21日桜井東京持参、同
29年11月12日大橋持帰、同日委託〉

鉾形刀身 一 〈昭和28年7月21日桜井東京持参、同
29年11月12日大橋持帰、同日委託〉

香炉破 一 ▲
香炉蓋破片 一 ▲
小柄 二 ▲ 一本身だけ。
櫛 二 ▲
鐔 二 ▲
火箸頭 一対 ▲
セッパ 四 ▲
ハバキ 一 ▲
香箱 二 ▲ 四角と丸、香詰。
鏡 一 ▲
楕円形容器 一 ▲
ついし香合 ▲
弥陀木像（極小） 一 昭和28年1月22日前会長持帰。

鞘破片 多 昭和28年1月22日前会長持帰。黄金作
太刀。

鞘金物 五 昭和28年1月22日前会長持帰。黄金作
太刀。

鐔 一 昭和28年1月22日前会長持帰。黄金作
太刀。

セッパ 二 昭和28年1月22日前会長持帰。黄金作
太刀。

金五姑鈴 一 昭和27年12月18日前会長持帰。 「姑」は「鈷」か。
金作仏教用楽器形容器に舎利 一 昭和27年12月18日前会長持帰。
千手観音像厨子入（極小） 一 昭和27年12月18日前会長持帰。
太刀柄頭 一

27 福君（俊恭院） 櫛 八 ▲
木刀 一 ▲
鏡 一 ▲

33 宗睦（9代、天
祥院） 木刀 四 ▲

珠数 二 ▲
キセル 二 ▲
火箸頭 一対 ▲
石帯 一 ▲

18 綱誠（3代、泰
心院）

太刀身（鍔付） 一 ▲
刀身（鍔付） 二 ▲
印篭（黒塗） 一 ▲
鏡（四角） 一 ▲
破片 ▲

17 和泉（泉光院） 金塗棒ノ如キ破片 三 ▲

19 好君（転陵院） 人形（木）大小 二 ▲
袋 一 ▲
鉄破片 ▲

表2　建中寺尾張家墓所副葬品一覧
　凡例　・「建中寺墓地発掘品目録」（「建中寺墓地改葬日誌」所収）をもとに作成した。
　　　　・仮番号欄は昭和27年（1952）の改葬時に振られた番号を記載した。
　　　　・被葬者名欄は表1に倣って表記し、（　）内に尾張家当主の代数および院号を記載した。
　　　　・昭和31年焼却・破棄欄は、原本に倣い、焼却・破却された品に「▲」を付した。
　　　　・出土品名称欄・員数欄・その他の記述欄には、「建中寺墓地発掘品目録」の記載内容を可能な限りそのまま記載した。
　　　　・その他の記述欄の加筆部分は〈　〉内に記載した。
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キセル 一 ▲
檜扇 一 ▲

36 治行（憲聡院） 冠 一 ▲
笏 一 ▲
木刀 一 ▲

20 宗春（7代、章
善院）

香炉 一
印篭 一 ▲
キセル 一 ▲
火箸 一対 ▲
耳かき 一 ▲
匙 一 ▲
小刀の柄と鞘 一 ▲
錐の柄と鞘 一 ▲
袋物 六 ▲
平緒 一 ▲
布の裂 一 ▲
木太刀 一 ▲
石帯破 一 ▲
檜扇 一 ▲
其他破片 ▲

21 吉通（4代、円
覚院）

太刀身（鐔、脚付） 一 ▲
刀身（鐔付） 一 ▲
小硯箱 一 ▲
塗箱 一 ▲
塗小円形箱 一 ▲
文鎮 二 ▲
匙 一 ▲

23 俊姫（蓮沼院） 楽器（竹製） 一 ▲
塗箱に玩具 一 ▲
猪口 三 ▲
小箱破片 一 ▲
墨 二 ▲
鼈甲頭飾 二 ▲
紙入 三 ▲
裂 一 ▲
琴曲雅譜（本） 二 ▲
折本 一 ▲
人形 一 ▲
筆 四 ▲
琴爪 ▲
扇 二 ▲
紙はさみ 一 ▲
玩具（羽子板、羽根） ▲
箱破片 ▲

24 五郎太（寛柔
院） 木刀 二 ▲

15 治興（天祐院） 軸（南無阿弥陀仏） 一 ▲
平緒 一 ▲
刀緒 一 ▲
檜扇 一 ▲
木刀 一 ▲
箱 一 ▲
珠数 一 ▲
箱破片 ▲
笏 一 ▲
石帯 一 ▲

16 治休（紹隆院） 沓 一足 ▲
檜扇 一 ▲
石帯 一 ▲
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22 輔君（瑞祥院） 笏 一 ▲
キセル頭 二 ▲
箱破片 ▲
鉄破片 ▲

13 五 郎 太（5代、
真巌院） 刀身（鍔付）大小 二 ▲

3 知千代（快楽
院）

木刀 二 ▲
つぼ 一 ▲
瓢簞 一 ▲
猪口 一 ▲
磁器大黒 一 ▲

12 梅津（宣揚院） 小刀の柄と鞘 ▲
金物（手） 二 ▲

8 寛之助（霊珠
院）

瓢簞 一 ▲
陶器人形 一 ▲
ネブリコ 一 ▲

2 （ 命 名 な し、
秋露院）

木刀 二 ▲
珠数 一 ▲

25 勇丸（教令院） 木刀 二 ▲

4 釟千代（善明
院）

木刀 二 ▲
馬 一 ▲
槌 一 ▲

10 安千代（秋英
院）

櫛 五 ▲
火箸 ▲ 半対、一本。
篭破損 二 ▲
陶器の橋 一 ▲

14 継友（6代、晃
禅院） 太刀身（鍔、脚付） 一

9 盛千代（霊沼
院）

槌 一 ▲
磁器製犬 一 ▲

11 栄姫（蕙心院） 瓢簞 二 ▲
槌 二 ▲
ネブリコ 二 ▲
布製ネブリコ 八 ▲
袋物 一 ▲

28 慶臧（顕曜院） 絵具箱（三重） ▲
硯　大小 二 ▲
筆　十二三其他 ▲
絵具入猪口 十五 ▲
石帯 一 ▲
帯 一 ▲
扇 一 ▲
檜扇 一 ▲
紙入 二十一 ▲ 〈三ツ残ス〉
キセル 一 ▲
揚子入 一 ▲ 「揚」は「楊」か。
釣道具 一袋 ▲
紙幟 二 ▲
木槌 一 ▲
版木 一 ▲
絹絵カルタ 十枚 ▲
雪月花名所合 一組 ▲
花合 四組 ▲

（巻物・本） 神田明神絵図 二巻 〈本ノ部ニ仮入〉
山王附祭絵図 三巻 〈本ノ部ニ仮入〉
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義経勲功図会 二冊

〈本ハ本ノ部ニ入〉 その他の記述
欄 の 末 尾 に

「以下同様」を
示す矢印あり。

絵本大将揃 二冊
絵本隅田川両岸一覧 三冊
浅草寺観世音御伝記 一冊
萬職図考 一冊
嘉永武鑑 四冊
絵本大和錦 三冊
永暦雑書天文大成綱目 二冊
早引紋帳大全 一冊
絵手本 二冊
都会節用百家通 五冊
北斎漫画 十二冊
絵本錦の嚢 一冊
象戯懐宗 一冊
訓蒙図彙大成 十冊
先進繡像玉石雑誌 五冊
絵本玉藻譚 二冊
絵稿及書き物 数葉 ▲

天地人日記 一冊 本行は後の加
筆。

（浮世絵）
国貞（三代豊国） 鎌倉武鑑勇士鑑 三枚続

安倍泰成調伏妖怪図 三枚続
堀川御所管弦之図 三枚続
日本武尊岩倉ニ武具ヲ蔵ス
ル図 三枚続

城州宇治川合戦対陣之図 三枚続
源義経牟礼高松之陣ニ軍配
之図 三枚続

武田上杉川中島に対陣之図 五枚続
頼政怪鳥射菖蒲前褒美賜図 三枚続
越後大守長尾輝虎のもとへ
村上義清援を特む図 三枚続

左馬頭義朝軍評定之図 三枚続
出雲国大社八百万神達縁結
合図 三枚続

岩戸神楽乃起顕 三枚続
天文十五年武田晴信石之城
攻図 三枚続

六波羅御所清盛公遊宴之図 三枚続
玄徳雪中訪孔明 三枚続
浅草寺額（従三位頼政） 二枚続
於鶴岡若宮静歌舞図 三枚続
大工上棟之図 三枚続
高舘落城之図 三枚続
名古曽ノ関義家詠歌ノ図 三枚続
勧進大相撲八景稽古之図 三枚続
仮名手本忠臣蔵大序 三枚続
仮名手本忠臣蔵三段目 三枚続
仮名手本忠臣蔵四段目 三枚続
仮名手本忠臣蔵五段目 三枚続
仮名手本忠臣蔵十段目 三枚続
忠臣蔵夜討大手搦手貮国橋
会合図 三枚続

舎那王僧正ヶ谷ニ学兵術図 三枚続
源九郎義経出陣図 二枚続
相撲 高ノ戸、錦 二枚続
相撲 岩見潟犬右エ門 一枚
相撲 生月鯨太左エ門 一枚
相撲 生月鯨太左エ門 手 一枚
相撲 生月江戸下り道中図 一枚
相撲 小柳常吉 一枚
相撲 荒馬吉五郎 一枚
相撲 不知火諾右エ門 一枚
相撲 秀ノ山雷五郎 一枚
相撲 劔山谷右エ門 一枚



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

八
五

相撲 柏戸宗五郎 一枚
相撲 関の戸平太夫 一枚
相撲 雲生嶽霧右エ門 一枚
題不詳 二枚続
六歌仙 三枚続
大仏供養図 一枚
本朝高名鑑 二枚続

国芳 源三位頼政、菖蒲、猪早太 三枚続
奥州高舘合戦 三枚続
武田上杉川中島対陣図 三枚続
曽我夜討之図 五枚続
義士焼香之図 三枚続
源平盛衰記駿河富士川合戦 三枚続
頼朝義経浮島原に対面の図 三枚続
源義経一ノ谷頂上陣揃之図 三枚続
熊坂長範と牛若丸 三枚続

鏡の宿牛若熊坂を斬る図 三枚続
「鏡」はミセ
ケチの上、「赤
坂」と加筆。

摂州大物浦平家怨霊顕る図 三枚続
源平合戦熊谷平山一二懸之
図 三枚続

宇治川大合戦 三枚続
義経之家人一騎当千廿一騎
之図 三枚続

義経奥州下向秀衡対面之図 三枚続
腰越状 二枚続
安宅関勧進帳之図 三枚続
義経十九臣 三枚続
頼朝公富士之御狩図 三枚続
義経一代記之内（吉野山中さ
すらい） 三枚続

始皇帝長生不老薬を求めて
蓬莱に至る図 三枚続

遠藤武者 二・半
頼光鬼退治 三枚続
清盛布引滝悪源太雷になる
図 三枚続

最明寺時頼常世の屋に宿る
図 三枚続

宮本武蔵白倉を討つの図 三枚続
見立武士六歌仙 三枚続
鎮西八郎島渡之図 三枚続
平将門一子将軍太郎古寺に
会す図 三枚続

平相国夕日を招く図 三枚続
太平記天竜川浮橋之図 三枚続
為朝兵船を射る図 三枚続
新田義貞稲村ヶ崎図 三枚続
壇浦戦之図 三枚続
長門国赤間浦源平大合戦之
図 三枚続

復讐鑑烹雑之図 三枚続
忠孝義勇伯父復讐 三枚続
源頼朝卿富士牧狩之図 六枚続
工藤左衛門佐々木太郎と喧
嘩之図 三枚続

隅田川筏渡之図 三枚続
大多春永の城中浦猿吉郎三
日に修復之図 三枚続

美盾八競高殿落雁 三枚続
美盾八競帰帆 三枚続
仁田忠常富士の人穴に入る
図 三枚続

長門国赤間浦平家一門亡び
る図 三枚続

源平盛衰記讃州八島合戦 三枚続
安徳帝入水 三枚続
八犬伝の人物品革原合戦図 三枚続
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七福人図 三枚続
浮世よしづくし 二枚続
源頼家小坪遊覧朝夷鰐を捕
ふ図 三枚続

道外見冨利十二志 三枚続
源平盛衰記阿波国勝浦合戦 三枚続
木曽義仲倶利加羅合戦之図 三枚続
川中島信玄謙信旗本大合戦
之図 三枚続

楠正行軍議図 三枚続
頼朝旗上　山本判官討取之
図 三枚続

源頼朝隅田川旗上着到勢揃
之図 三枚続

木曽義仲出陣之図 三枚続
近衛院の御宇頼政怪鳥退治 三枚続
墨戦之図 三枚続
右大将頼朝相撲御覧図 三枚続
頼朝公御狩図 三枚続
延元元年湊川合戦 三枚続
兵庫表大合戦之図 三枚続
信州川中島大合戦之図 三枚続
新田義貞兵庫浦出張之図 三枚続
頼朝公鶴岡神前に於て静の
舞を見給図 三枚続

俣野河津相撲之図 三枚続
駒くらべ盤上太平棊 三枚続
源家正統祖譜小伝 三枚続
武田上杉川中島大合戦之図 三枚続
文治四年頼朝公奥州征伐 三枚続
八幡太郎凱旋之図 三枚続
楠正行長柄川の舟橋を切て
足利軍を破る図 三枚続

建久四年曽我兄弟夜討之図 三枚続
大日本六十余州之図 十六枚 〈三代豊国トノ聯作〉

名高百勇伝 二十六
枚　　

賢女烈婦伝 二枚
本朝劔道略伝 三枚
通俗水滸伝豪傑一百八人之
一個 二枚

本朝水滸伝剛勇八百人一個 六枚
本朝水滸伝豪傑八百人一個 五枚
武勇擬源氏 三枚 美濃紙半折
人で人の顔を拵へた図 四枚
大男（生月鯨太左エ門） 一枚
源頼光 一枚
坂田金太郎 一枚
宮本無三四 一枚
坂田怪童丸 一枚
讃岐の海人 一枚
仁木源之助 一枚
鎌田又八 一枚
西塔鬼若丸 一枚
和田平太 一枚
毛谷村六助 一枚
道外獣の雨やどり 一枚

広重 源平盛衰記粟津原合戦 三枚続
餅酒二偏嘉世意の多多買 三枚続
信州川中島合戦 三枚続
曽我物語図会 十五枚
東都名所 七枚
江戸名所 三枚
木曽街道六十九次 七十枚 〈広重・英泉連作〉

東海道五十三次（小形） 五十五
枚　　

〈島田なし〉 員数ミセケチ
の上、五十四
枚と加筆。

東海道五十三次（小形） 五十六
枚　　
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国盛 東海道五十三次（極小形）の
中

三十七
枚　　

芳虎 九州岸柳島、宮本、佐々木
仕合図 三枚続

武田三代記（信州川中島合
戦） 三枚続

奥州泰衡征伐軍議 三枚続
信州川中島大合戦（永禄四
年） 三枚続

信州川中島大合戦 五枚続
寿永三年宇治川大合戦（川
軍） 三枚続

寿永三年宇治川大合戦（陸
戦） 三枚続

保元軍記白川殿合戦 三枚続
保元合戦軍議 三枚続
西海蜑女水底ニ入テ平家一
族ヲ見 三枚続

寿永の春勢田の戦 三枚続
保元平治物語郁芳門合戦 三枚続
堀川夜討ノ図 三枚続
牛若丸、白河弾海仕合 三枚続
武勇名将鑑 五枚
本朝太平記 三枚
前太平記 二枚

貞秀 田村将軍記 三枚続
宮本武蔵修業図 三枚続
忠義水滸伝豪傑一百八人 三枚続

小人島巡り 二枚続
員数ミセケチ
の上、三枚続
と加筆。

武田上杉両将 三枚続
源頼朝奥州征伐 三枚続
大仏供養 三枚続
稚児大名行列 三枚続
一ノ谷源平合戦 三枚続
富士の裾野巻狩之図 三枚続
鞍馬山僧正ヶ谷之図 三枚続
武田家勇将軍評定之図 三枚続

浅草寺境内大人形（破本） 一枚

本行はミセケ
チ の 上、「 小
人島巡りの一
枚なりしため
抹消ス」と加
筆。

芳藤 源頼朝富士巻狩之図 三枚続
木曽粟津合戦 三枚続
佐々木盛綱藤戸渡 三枚続
楠公摂州湊川発向之図 三枚続
牛若辨慶五條橋 二枚続

国安 平良門右内裏ニ於軍評定之
図 三枚続

貞重 火消（破本） 二枚続
神田大明神御祭図 三枚続

国輝（貞重改） ギヤマム細工船 二枚続
重光 源平一ノ谷合戦 三枚続
芳艶 どうげじごくごくらく 三枚続

九州藤吉三人力 細物一
枚　　

源平盛衰記厳島 三枚続
難波六郎布引滝深渕ニ入リ
テ竜宮ニ至ル 三枚続

総州猿島大内裏之図 三枚続
春舛 とうもろこし鶏に化す 一枚

とうもろこし花咲く 一枚
江戸根津大権現御祭礼番附 三枚続

芳雪 源平盛衰記ノ内宇治川先陣 三枚続
春亭 妻鹿孫三郎（破本） 一枚

井弾正（破本） 一枚
新板一ノ谷合戦 三枚続



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

八
八

堀川夜討 三枚続
芳鶴 三浦畠山衣笠合戦 三枚続

朝比奈の肩に諸天王祭礼図 三枚続
川中島大合戦 三枚続

筆者不明 勧進能興行場所略図 大判一
枚　　

「不明」はミセ
ケチの上、「英
泉」と加筆。

三代豊国、広
重、国芳合作 東海道五十三対 五十五

枚　　

「合作」はミセ
ケチの上、「聯
作」と加筆。

（雙六）
国芳 本朝百勇伝英雄雙六 三枚続

豊国 廿四孝雙六 四枚続
筆者不詳 「上り」だんな双六 二・半
芳虎 百物語戯双六 一枚
貞秀 新板子供出世すご六 一枚
広重 おさな遊び正月双六 一枚
豊国 源平ふり分双六 一枚
豊国 源氏雙六 四枚続
国直 新板放気福助寿語六 一枚
芳虎 男女振分諸礼躾形双六 一枚
筆者不詳 子ども遊びまとひ双六 一枚
豊国 奥奉公出世双六 一枚
筆者不詳 甲越振分双六 二枚続
筆者不詳 新板稚遊成人双六 一枚

国貞 賢烈貞婦本朝操寿古呂久 三枚継
「国貞」はミセ
ケチの上、「英
泉」と加筆。

芳虎 新板国盡名所双六 二枚続
豊国 武芸立身舘双六 二枚続
英泉 英勇源平名将寿古六 二枚続
貞秀 出世娘栄寿古録 二枚続
貞房 春手始将棊双六 二枚続
肉筆 「上り」御大老双六 四枚継
肉筆 源氏合双六 五枚継
英泉 菊寿すご六 三枚継
肉筆 狂言双六 九枚継
雪庵肉筆 妖魅雙六 六枚継
広重 五十三駅東海道富士見雙六 二枚続
肉筆 日光道中ふりわけ双六 四枚継
広重 曽我仇討双六 三枚継

一枚もの肉筆双六 二種
破片一枚

双六包紙 数種



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

八
九

註（
1
）　

本
稿
に
お
い
て
は
、
墓
域（
墓
苑
）全
体
を
さ
し
て
「
墓
地
」、
各
霊
の
埋
葬
さ
れ
て
い
る

区
画
を
「
墓
所
」、
墓
所
の
地
上
部
分
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
・
石
塔
を
「
墓
碑
」
と
呼
び
、

統
一
し
て
用
い
る
。

（
2
）　

本
史
料
所
収
「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
序
に
「
工
事
は
尾
張
大
藩
二
代
光
友
卿
以
下

三
十
八
の
藩
主
奥
方
等
の
諸
霊
の
発
掘
に
あ
る
た
め
極
秘
に
関
係
者
の
み
を
以
て
工
事
を
無

事
完
了
す
る
こ
と
を
主
旨
と
し
、
従
業
員
に
は
諸
霊
に
対
し
崇
祖
愛
敬
の
念
を
以
て
鄭
重
懇

切
に
仕
事
を
運
ぶ
事
に
格
段
の
注
意
を
払
へ
り
。」
と
あ
る
。
ま
た
本
史
料
に
綴
じ
込
ま
れ

た
「
従
業
員
心
得
」
第
一
項
に
も
、「
本
工
事
は
祖
先
崇
拝
の
根
源
を
な
す
も
の
な
る
を
以

て
其
取
扱
に
細
心
の
注
意
を
払
ひ（
後
略
）」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。

（
3
）　

尾
張
家
の
墓
所
に
か
か
わ
る
主
な
先
行
研
究
・
調
査
報
告
書
の
う
ち
、
本
史
料
の
内
容
を

引
用
す
る
の
は
次
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
、
昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）お
よ
び
平
成
十
三

年（
二
〇
〇
一
）に
再
発
見
・
発
掘
が
な
さ
れ
た
五
基
の
墓
所
に
つ
い
て
述
べ
る
に
あ
た
り
、

改
葬
当
初
の
記
録
と
し
て
地
下
構
造
の
記
述
が
部
分
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

木
村
有
作
「
尾
張
藩
御
廟
所
遺
跡（
第
二
次
）」（『
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書　

四
三（
名
古
屋

市
文
化
財
調
査
報
告　

五
六
）』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

木
村
有
作
「
尾
張
徳
川
家
墓
所
の
地
下
構
造
」（『
考
古
学
に
学
ぶ
Ⅱ（
同
志
社
大
学
考
古
学
シ

リ
ー
ズ
Ⅷ
）』
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
）。

野
澤
則
幸
「
建
中
寺
に
お
け
る
大
名
墓
の
上
部
構
造
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古

資
料
館
研
究
紀
要
』
八
、
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

野
澤
則
幸
「
尾
張
藩
主
徳
川
家
墓
所
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
九
五
、
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

野
澤
則
幸「
尾
張
藩
主
徳
川
家
墓
所
」（『
新
修
名
古
屋
市
史　

資
料
編　

考
古
二
』名
古
屋
市
、

二
〇
一
三
年
）。

（
4
）　

近
世
大
名
墓
に
関
わ
る
主
な
調
査
報
告
書
・
先
行
研
究
は
次
の
と
お
り
。

鈴
木
尚
・
矢
島
恭
介
・
山
辺
和
行
編
『
増
上
寺
徳
川
将
軍
墓
と
そ
の
遺
品
・
遺
体
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）。

板
詰
秀
一
監
修
『
近
世
大
名
墓
所
要
覧（
考
古
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
四
）』（
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

寛
永
寺
谷
中
徳
川
家
近
世
墓
所
調
査
団
編
『
東
叡
山
寛
永
寺
徳
川
将
軍
家
御
裏
方
霊
廟　

三

　

考
察
編
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

板
詰
秀
一
監
修
・
今
野
春
樹
著
『
徳
川
家
の
墓
制
』（
北
隆
館
、
二
〇
一
三
年
）。

板
詰
秀
一
・
松
原
典
明
編
『
近
世
大
名
墓
の
世
界（
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
〇
）』（
雄
山
閣
、

二
〇
一
三
年
）。

大
名
墓
研
究
会
編
『
近
世
大
名
墓
の
成
立　

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
墓
と
各
地
の
大
名
墓
を

探
る
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
四
年
）。

大
名
墓
研
究
会
編
『
近
世
大
名
墓
の
展
開　

考
古
学
か
ら
大
名
墓
を
読
み
解
く
』（
雄
山
閣
、

二
〇
二
〇
年
）。

（
5
）　

坂
重
吉
「
尾
張
家
の
石
造
墓
標
の
使
用
石
材
に
就
て
」「
尾
張
家
の
墓
標
表
面
に
彫
刻
の

溝
線
に
就
て
」「
建
中
寺
徳
川
家
墓
所
の
石
燈
篭
に
就
て
」（『
尾
張
の
遺
跡
と
遺
物　

上
巻
』

（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
、
初
出
は
一
九
三
九
年
）。

（
6
）　

昭
和
五
十
七
年
、
名
古
屋
市
立
あ
ず
ま
中
学
校
の
体
育
館
新
設
に
お
け
る
基
礎
工
事
中
に

発
見
さ
れ
た
三
基
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館
編
『
東
区
筒
井
一
丁
目
あ

ず
ま
中
学
校
内
所
在　

尾
張
藩
御
廟
所
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員

会
、
一
九
八
四
年
）に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
、
市
営
住
宅
の
基
礎
工

事
中
に
発
見
さ
れ
た
二
基
に
つ
い
て
は
、前
掲
註（
3
）木
村
有
作
「
尾
張
藩
御
廟
所
遺
跡（
第

二
次
）」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）　

前
掲
註（
3
）木
村
報
告
書
・
論
文
。

（
8
）　

前
掲
註（
3
）（
5
）の
ほ
か
、
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

別
編　

文
化
財

一　

建
造
物
・
史
跡
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
六
年
）参
照
。

（
9
）　

前
掲
註（
3
）野
澤
則
幸
「
建
中
寺
に
お
け
る
大
名
墓
の
上
部
構
造
に
つ
い
て
」。

（
10
）　

名
古
屋
市
に
お
け
る
戦
後
復
興
の
都
市
計
画
に
関
し
て
は
、
主
に
名
古
屋
市
計
画
局
・

財
団
法
人
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
編
著
『
名
古
屋
都
市
計
画
史（
大
正
八
年
〜
昭
和
四
十
四

年
）』（
財
団
法
人
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）を
参
照
し
た
。

（
11
）　

昭
和
二
十
七
年
以
前
の
改
葬
に
つ
い
て
は
、
主
に
「
昭
和
拾
三
年
四
月 

名
古
屋
地
方
散

在
ノ
寺
院
御
墓
御
改
葬
書
類
」（
個
人
蔵
、
新
財
団
史
一
〇
〇
六
六
号
）、「
昭
和
十
四
年 

隆

興
院
様
御
始
七
拾
八
霊
建
中
寺
御
墓
所
ヨ
リ
定
光
寺
納
骨
堂
へ
御
移
霊
ニ
関
ス
ル
書
類
」

（
個
人
蔵
、
新
財
団
史
一
〇
〇
七
二
号
）を
参
照
し
た
。



「
建
中
寺
墓
地
改
葬
日
誌
」
に
つ
い
て

九
〇

（
12
）　
「
昭
和
二
十
七
年
八
月 

建
中
寺
御
墓
所
改
葬
及
定
光
寺
納
骨
堂
奉
安
に
至
る
記
録
」（
個
人

蔵
、
新
財
団
史
一
〇
〇
六
九
号
）に
各
書
簡
の
写
し
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註（
12
）参
照
。

（
14
）　

前
掲
註（
3
）報
告
書
・
論
文
に
て
こ
の
名
称
で
紹
介
さ
れ
る
ほ
か
、
徳
川
美
術
館
が
所
蔵

す
る
本
史
料
の
複
写（
コ
ピ
ー
）本
外
題
に
こ
の
名
称
が
採
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）　

前
掲
註（
12
）参
照
。

（
16
）　

筆
者
は
、
筆
跡
に
よ
り
当
時
の
美
術
館
職
員
・
桜
井
清
香
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
、
徳

川
美
術
館
参
与
・
佐
藤
豊
三
氏
お
よ
び
同
館
特
任
学
芸
顧
問
・
四
辻
秀
紀
氏
よ
り
御
教
示
い

た
だ
い
た
。「
改
葬
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、
桜
井
は
こ
の
時
、
墓
碑
拓
本
作
成
、
墓
地
見
取
り

図
作
成
、
墓
誌
調
査
を
担
当
し
て
い
た
。

（
17
）　

尾
張
藩
士
の
朝
日
文
左
衛
門
重
章
の
日
記
で
あ
る
『
鸚
鵡
籠
中
記　

巻
之
十
』（『
名
古

屋
叢
書
続
編　

十
』〈
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
六
年
〉
所
収
）元
禄
十
三
年
十
月

二
十
八
日
条
に
は
、
二
代
光
友
の
棺
槨
の
各
寸
法
や
、「
三
つ
物
」
と
呼
ば
れ
る
詰
め
物
に

つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

（
18
）　

前
掲
註（
6
）参
照
。

（
19
）　
「
昭
和
二
十
七
年 

建
中
寺
墓
所
に
関
す
る
書
類
」（
個
人
蔵
、
新
財
団
史
一
〇
〇
七
一
号
）

に
貼
り
込
ま
れ
た
二
代
光
友
墓
所
発
掘
に
関
す
る
当
時
の
新
聞（
社
名
・
日
時
は
未
詳
）の
写

真
に
も
、
吊
り
上
げ
ら
れ
た
巨
大
な
木
製
の
箱
が
写
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　

前
掲
註（
6
）参
照
。

（
21
）　

前
掲
註（
4
）鈴
木
・
矢
島
・
山
辺
編
書
、
板
詰
監
修
書
、
寛
永
寺
谷
中
徳
川
家
近
世
墓
所

調
査
団
編
書
参
照
。
出
土
例
と
し
て
は
六
代
将
軍
家
宣
以
降
に
な
る
が
、
中
川
仁
喜
「
仏
教

的
観
点
か
ら
の
遺
物
解
釈
」（
寛
永
寺
谷
中
徳
川
家
近
世
墓
所
調
査
団
編
書
所
収
）に
よ
る
と
、

記
録
上
で
は
慈
眼
大
師
天
海
の
例
が
最
も
早
く
、
三
代
将
軍
家
光
も
使
用
し
た
記
録
が
あ
る
。

（
22
）　

前
掲
註（
21
）参
照
。
九
代
将
軍
家
重
・
十
二
代
将
軍
家
慶
・
十
四
代
将
軍
家
茂
の
墓
所
か

ら
出
土
し
て
い
る
。

（
23
）　

前
掲
註（
4
）寛
永
寺
谷
中
徳
川
家
近
世
墓
所
調
査
団
編
書
参
照
。
将
軍
正
室
・
生
母
に
三

件
の
出
土
例
が
あ
る
。
今
野
春
樹
「
墨
書
梻
葉
に
つ
い
て
─
念
仏
梻
葉
を
中
心
に
─
」（
寛
永

寺
谷
中
徳
川
家
近
世
墓
所
調
査
団
編
書
所
収
）に
詳
し
い
。

（
24
）　

細
野
要
斎
著
『
尾
張
名
家
誌　

初
編
』（
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉
刊
）に
は
「
並
河
健
」

と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
字
は
徳
脩
、
号
は
魯
山
、
通
称
は
自
晦
と
記
さ
れ
る
。
初
代
義

直
に
御
医
師
と
し
て
仕
え
た
并（
並
）河
芳
庵
の
子
で
、
儒
者
・
掘
杏
庵
に
学
び
、
兄
・
意
卜

の
後
を
継
い
で
法
眼
に
な
り
、宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）に
八
十
二
歳
で
歿
し
た
と
い
う
。「
稿

本
藩
士
名
寄
」・『
士
林
泝
洄
』（
い
ず
れ
も
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）の
「
并
河
自
快
」（
後
者

で
は
「
自
悔
」）と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
綱
誠
に
仕
え
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
な
お
、「
源
敬
公
御
行
状
」（
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五
〉、
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）・

「
霊
仙
院
殿
御
祠
堂
記
」（
元
禄
十
二
年
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）に
、
い
ず
れ
も
「
並
河
子

健
」（
後
者
で
は
「
并
河
」）の
奥
付
が
あ
る
こ
と
を
、
徳
川
美
術
館
学
芸
部
部
長
代
理
・
吉
川

美
穂
氏
お
よ
び
同
部
学
芸
員
・
板
谷
寿
美
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
綱
誠
墓
誌
に
加
え
、

子
健
が
初
代
義
直
・
千
代
姫（
二
代
光
友
正
室
）の
来
歴
を
編
纂
す
る
と
い
う
、
墓
誌
撰
文
に

類
す
る
職
務
を
担
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
関
係
各
位
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
財
団
史

史
料
に
つ
い
て
は
香
山
里
絵
氏
に
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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